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(設夊題 目直俊の括虹内轂字は 頁..曇印は本誌 に抄銭濟み の もの)

1物 質 構 造 司

原 子物 環 學 、 スド ク トル,x糠

放射 論,結 晶 化學,立 腰 化 阜 等

Ann:PLyeik,23'0955).

Wblfr・,i.leのHe+に 對 す る伶 用 牛 穫(385}.

SwkcnきL・ 高.速険看喚線1二於 け る電 子 の 質1産め 變 化

の 測 定.(313).

Stnnaki.L蟹 ・.L1・.1:aischcrI㍉.as晶 の 干 衛 形 .と成

.長形.(330) .

Ber.Dtech,chem.yes:,68(1935):

.7.wttker〔, "分 子 内 力分析 の 手 陵.と レで の セ 盤 障

害(izsn)・

.Iici .K.=.L1.Usiengel葺 ㍉.Cellotriosc及 其 綉 導體 の

x線 的 研究(i8n57・

Sd・mid[(..,・・イ礪 化合 物 の 内部 二#ル ギ`闘1寂V皿 〕

ビ タ.ミン ∴ の 崖 成 及 」 電 桔 合 法 則 〔1658,.

Ohom.Rev.,曹16`1935)・

RuLertx.inM・ ・ 定 祉 的x線 分析 に よ δ有機 情 造 の

me虻1』icnlrcpresenlaiim〔 ・u7).

Compt,rend.200

Vlrs1%:et}leinlzP:.,置 撚 。。 紳 工 ワ物

U.elnndresH.,分r-x,ク トル と 其 成 分 原r一 の 電 子

及 竈 子 復 との 簡 單 な る一 般 的 關 係(1997)・

Sに「vigne..¥1・ ・陰 種 燐 光 の 二 三 の 現 象 〔2015).

llonage.P時 或 る金 艦 唖 の 分 ∫チ勇§光 ス.ペ ク ト ル

(207琴)・.

Bernard.R・.,Ar一¥,..混.合 壽勿の ㍉ヒチ」衝 突 に よ るVeg険rd・

Kaplun
.瞽 の 鋤 起(?ora)・

1;nrieJ・ell.lalbanjr・Hハ 伽ei.1'reisseerkP,l

Thの 巾 性 チ 照 射 の 際 に 生Kay射 性 元 絮(?UiU)・

ElempfinneM・etSarard..J・ ・.窒 素 分 イニの 電 離 電 壓

〔'Llii)・

Aτt5ilno》 董匸chL,Ko呱pch隅toサJ・,nGSfwskiiし 噫ヒ

。PxliLinP.,rEgoire'R..,翻鰡 潔 譜 鑼 箆,,.}

Compt,rend,201(1955)・

ChengH,一C・CCLecOLO電ej,ニ タ ン1-2二 鹽 化 誘 導

讎 の 振 動 橡 式 〔aO)・

DuliieuaM.卜 愚 襲化璽素の螢光 塊 帶 の二次正群 の

蕊 撫 嬲 蠍 啣 髴謹3}
Curie
Ymalこ1蠶警緊嬲,纖 。轟嬲
V跏de乙G・e匿Sermnヒt<:..班 絮 外 及 シ吊 一 マ γ領域 に

於 け る針 僉 爆 慶 の研.究 〔[9ti.)・

UufFinaM・ ・Neの 二 次iE騨 瀞 に 封 す る牝 學 的環 境 の

。灘 黙_瞞 、繍 晶}
CanalsE・ ・P巴 ⊃J・cl'.。tNail

.R鱒 ゴ 三 純 梓 物 買 の

賛 光(2`D8}・

lanleniR。,フ ラ ク トー.ズ,ピ リヂ ン.混 合 物 の 紫 外

綟 に よ.る 黄 色 化(808}。..'.

」.恕 ロ.Chem・Soρ6,57(1935⊃ 曾

13岨KK・,nitriteの 赤 外 吸 收 ス ペ ク ト ル(IOS3).

Mα 」】inW・ 、㌔,diphenvlialaロiumMi"eに 於 け る

.レi結 合(10?6}.

1弖6鵬H。E.&GouldR.G.,薑 離 基 の 電.チ 親 和 力 〔V〕

.dixan[ln-1及P
,〆 蜘hmyl6・ 醐 イdiphe・ylmethyl)

の 芳 胥 族 誘 導 體(艮217}.

}{endILe・sEb巴rsr:・s・ ・同 .ヒ 〔、'1〕dirnnt.hyl置

換 體 に 於 け るC-C結 合 力(1242),
"1'
vybrH.S6&UianwndH.、 常 磁 性 及 反 磁 性 の 黄

癒 に 於 け る 水 紊 のspiv-iaomeris｢1言o"(test).

BentH・L・&.D町(man、1"遊 離 基 の 一f-Rp和 力

〔Vl1〕tripheny匹bロrαn及 しri・雲一napnytl図)ron(12乱 り・

HgwoJ.P.&Noycstv.A.・ ベ ン ゼmar ,嬉氣 に よ る沃

紊 螢 光 の 淌 光(1262)・

UenヒH.s..民Do:fmanAI.,遊 薙 基 り 電 子 規 和 力

〔VllI〕di卩henplanisylmelhyl及 其 の ナ ト リ ウ ム加

.成 化 合 物 の 色(1452〕.

D`・rfman¥1.,同 上 〔is〕pentxphEロplethylJ.tbiph聞 ・

y1emtdpbenア 正巳thy亘(lda5〕 ・

15'ulfo・R・&f.iddelV・.NH及OH基 を 含 む 有 磁

化 合 梅 の 赤 外 吸 敢 の 定 量 的 研 究(1464)・

」・Che囮LPhye.,3(19δ5)・

翫rkerE・F・ 趣P;yaE・K・ ・ 鹽 化 一,臭 化 一及s沃 化

メ チ ル の 鍍 帳 動 基 本 帶(367).
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tiprJJint■ 「61L純¥utlingfl・,C.・Kl.:qti`'〕:ピ ㌔1211ま ・}

の 艤 晶 め 吸 敗 譲 の ゼ 尸 マ ン 効 果(369}・

¥fullikenl(.5.,、 多啄 子 分 子 の 電 子 構 遣 と 』駁 』f-41〔VI〕

分FfA.;6のh法 に 就 τ(3了 う}。

.--uncnn.A・H・}㍉ 勵 迴 電 子 駿 遷iに 於 け る 多 距.f分 子

の 娠 動.(384)・

RiceO、K.原r一 の 非3iRi'k衝 突 問 琶 に 於 て 起 る 微 分

方 爬 式 にヨ酎す る ん トー ク 現 象(386)・

Fa'ing.F・J・gFeo(Oli)の 結 酷 構 造(420)・

Nnycx∫r,W.A,.ア セ ト γ 蒸 虱 の 電 離 電 壓(431り ・

Dei[z.V一 水 素 縞 合 手 の 加 成 性(Oar).

1層r弖re.W・C・&{¥'ondIt,W.,qH`とC"D薩 のjg

紫 外 吸 雌 ス ベ ク トル と電 臨 電 壓sass)・

¥¥'oalR.Wi.べ.ン{ン →16の ラ マ ン ス ペ ク ト ル

(444).

Itnrncs.R・B・ 畿ltratlninR・Tt.,綻 ン ゼ.J-rlrの 近

赤 外xク トル(aac).

Ilrodski1つ しE・.Suk・ 、.M.、A訳 コ3と そ の 混 合 物 の

ラ マ ン ス ペ ク トル(449).

AltcrW.,有 穫 分 子 中 の 廻 轉 榛 群(4ROJ

H"gGinsSI・.1.分 子 恒 馼 と.二 原 子 分 予 め ボ テ ン シ ヤ

ルsネ ル ギ ー 曲 線(473).

Mumkε 囗R.S.,多 原 子 分 子 の 電 子 構 造 〔Vlりr,]=i

及H.,O型 分 于 及 び そ の 誘 導 體(あ06).`VIll).電

離 電 壓(514),〔lx〕 〃 ン.エ.タ ン,ヱ レ チ ン,

ア セ テ レ ン(DS'/}.

J.ohi皿 賜phys.,SP.〔1835).

}icnriV・etSasareHW・ ・f}rvア ミ ン蒸 賦 の 紫 外 吸.

收 ス ペ ク ト ル(,,・

Nat町e,膳5(1935}・

1'aneUtF・.乱&F叮 ∫・W・ 、電 婚 に.上 っ7ペ1二 的 に

ρL
.成 せ る放 射 能 元 粛 の 霞 度(s_o》.

Vam。wG・ ・陰 プ ロ ト ン(85S).

Carlwrlgb電C」H・1永 のhinderedro!atlonの 標 赤 外.

研 究(s72).

lironaF"00のlhirilp吐1蝋E聰gr.ap.に 於 け1るpre一:.

ilinsacintinn(873),

BoITinaG.B.&:¥usideiR.M.、1.3・Cyc【rレ1蔔 ヒx臨di豆oe

の ラ マ ン.ス ペ ク トル(Si9).

14roxvelC"二 三 の ア ル カ リ タ ン ゲ ス テ ン鹽 化 物 の 慈

晶 構 造(874》.

ヰ1醸 鶏Gh空 虚 な る 格 子 黙 を 有 す る構 透 の 新 例 と し

τ の 尖 晶 石 とPubic'sodinm;tuogstEnhmnz(R74)よ

～loI'・nndn「 呷 曙.:...law`f川F.ド 阜5ヒYitlA.,プ ロ ト.

ン に よ る 中 性 子 の 減 蓮(50諺}・.

1:011ieC,1L,Gr董piths∫.IL巳..箪.SzilanlL.,中 性 子.

と デ イ プ ロ ン と.の 衝 突(9{w).

KiAuchiS・,ぎ 飆 尉aS・&AnkY}1:,銀 のi'ermi・

1】r`瞳`川劾 果(905)・

IlnrslG,の 耳 放 射 能(AOu)・

¥¥'alAeII.亅 ・。ユ粒 干 衝 撃 に よ る 誘 導 β放 射 能(90u〕 ・

AnGus¥¥'.R.,.Leclie.H.&Wi藍sonGT_.trideuta-

a㏄ 齔icrimteracidの ラ マ ン ス ペ ク トル(913).

.DailyCLR・ 改Tho明)xnn∫ ・W・,.亞 硝 酸 曹 邇 結 晶 の .

。、mnberg¥¥`.S}tuChienSpan,.鸛 謬 器姦l

A眄9u,、 、「.R。,Bai匚C)'C。RりGleare.T・L.1.ockicA・

;H
.。.RnisinC.G..1¥'i且500C,L.&IngoldC.K..

.:喧水 棄 ベ ン ゼ ン の ラ マ ンx,ク トル と ペ ソ ゼ ソの

1構 遣(1033)・

KaplanJ・ ・N=の 新 瑾 光 ス ペ ク トル(]034).

Ilorgc「sW・G・ ・ 昌 ツ ケ ル 纖 の 格 子 歪.(1〔 壌7》 。

Humr・RotheryW"銀 中 の 固 溶 懺 の 格 子'3メ.一 タ

ー(IOaB).

¥'egnrAl1., .周 體 窒 素 よ りの 丿レ ミ ネ.ス セ シ ス にkっ て.

7～}へ ら る 、燐 光 過TF(10了3)・

N飢 町e,gas(19"a5).

LuMR.1¥'.,Fearsek.¥t',1:.SsiuithE.L.1Y.,

Nllのmix,ク トル(:.1).

.LlegnnlCh・1 .P置6揺 而.jSUrintrn.W・van.do「,四 驩 化

炭 紊 鰲 氣 に よ る.X線 及 電 子 の 廻 析`143)・

SniherlavAC.7:一It.¥f.:lPennerR'.G.,¥O.G7

分・r-fi:彡(146)・

Natnrvrias●,33〔1935)。

lliis'einW.,X線 圓.に 於 け る 反 應 せ る 結 晶 相 の 絡r

躍尹～態 〔469}・

Ec1・ar薊.A・x性 化 マ グ 皐 シ ウ ム の ～冑減 時 筒(52了 レ

VattaG・ ・ 異 常 絡 于 常 敬 を 有 す る 不 宍 定 な る混 贔 の.

一 例 〔52η .

T.lahnG..MeitnerI,。U.9hnssmunnF.,ウ ラ ン1二 よ

る 人 工 轉 捗 生 成 物1二 關 す る 注 意(6嘱)・

Phま1.皿a琶6,'19(1955)・

¥lukerjiS.K・.ラ マ ン ス ペ ク トル の.調 瀦EDekahadro

及Telrahydro-naphthaloneの ラ マ ン ス.ペ ク ト1V

(IOi9).

'fRnlle、 ㌔N
.&J・ 噛1"karM・S・,.熔 融 状 態 に 於 け .る

,

_36.3_
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A脚 .11]C及Annu[ide:の ラ マ シx,ク.ト ル 〔1〕(ul6}.

Phil.Mag・2〕 〔19331・

Be,ijamiロM"酸 化 物 外 被 ニ ツ ケ ル よ5イ ォ ン放 出

に.戟 て 軸 金 礑 に 於 け る 不 純 絢 の 影 響(1)・

L'nn[indH・1㍉ コ 卩 ナ 放 電 に於 け る 陽 イ 十 ンの 逋.

度(5S).

¥Falke.H・.J・ ・放 射 能 元 素 の 両 位 元 素 及 其 の 規 墺(35)

Phys.Rev.,47(1935).

ThomasL.H.,中 性 子 と
1プ ロ ト ン と のtBli.fl… 用 と

1.t+の 構 造(30:二 》・

B【婦1ey危 轟&91ckcllaA・ ・.寓眞 赤 外 に 於 け る ア セ

チ レ ン と重 アtチ レ ン.と の 吸 取 ス ペ ク ト ル(91d),

IS'dNL4R.n.,1}叩 ωictW。S,.& .Lemisc.M..H。0

のA,9fス ペ グ トル(nia.)・

IthasavanlnmS・&lianA. .v・ 、 液 器 に 於 げ る仮 動 ラ

Y.γ.効 果 〔921).・

Gaaford装1.t.&/nrgenxポr.,L… の 水 素 化 物 の 帚

ス ペ ク ト ル(!1:'2)・

Phys..Rev・,嬬8(1935,・

ICoaopinsl:iE・. .r・起Uhlcnlxck【=.H・.β 一放 射 能 の

Fermi.理 論(1).

1'AadJ・.G;陰 鱚 線 に よ.る 銀 のK電 子 電 離 の 繕 封 確

率 の 測 宛(:ゆ.

B㏄k(.・,両 位 元 濃 の 系 統 化 に 葬 て 〔4.).

WoodR.W.&RankD,}{"重 い ク ロ 切*ル ム の

ラ マ ン ス ペ ク トル(63),

Fros
.t,.A・&OldeghtrgQ・ ・ 準 安 完 驪 素 分 子 の 吸

取..・ ベ ク ト ル を 観 測 す 獄 み(86)・
.

Flaavr[1・.L・ ∫.,M・ ・.よ ゆ 二 次 電 子 の エ ネ ル ギ ー 分

布(88).

H昨bR.G.,ParkinsnpI)..L・.&bentD・w・,プ ロ.

ト ン衝 撃 に よ る1.」 膜.よ りの.ヌ 粒 子 の 敢 鰍(口8)・

C.atiolar:.&StrongJ..眞 空 中 に 於 て タ ン グ ステ ン

.鍠 輪.に よ.り 燕 溜 せ られ た ア ル 言昌.ウ ム 燕 氣 の ス ペ

,ク.ト.2多て(136}・.

IiMmhP・G・ ・、9Pの ス ペ「ク トル(1a8).

i'rceni.R.D.,躯 ベ ク ト..ル1二於 け る ・Σ煽 ゴ 轉

認 瓠 聡1蜘 。。於濯集諭
Rtiark .、A.&rnvler.:..1L,K。.Rb,¥d股1111の

牛 滅 矧 〔.亅51)・

RareM.E.、&Uhlenl,cck.u..L・ ・虞 輻 射 綿 の 内 部 磚

換.に.よa陰 鵬 霊 子 對 の 虫 成(2111.

Lbw隅 じ1♂・.巳己・&ζ:onstnntF・ ～Vら 張 磁 性 の 熱 電 一触.

性 質 の 磁 場 及 溢 度 に よ る變 化(257}・.

DunningJ.R.,1'egmmG.L'..FinkG..1.SLi[chell

D・Py中 性 子 と栃 質 .との 相 互 作 用{2651.

Loo皿i5F..W・&R'atsonT・.r一.・ 螂)及CnOの 鰹.

ス4こ ク ト 」レ(280).

¥`ie「.《・り・・質 最 畢0の .h.同 位 元 素 の 作 在 の 廉 諭(?Ra)..

PhpBlk..Z.3R(1935).

.HrtdH,,プ ロ ト ン と電 子 と の .質量 の 比(a64).

ProO.Roy780C。 【Aコ,.150〔1955}・

・、ミ巴bur窪w!「 議SissonW・A・ ・ 毛 髪,羊 毛 及 類 似 繊

雑 の 構 遺 のX緩 研 究 、.〔IIリ ケ ラ チ ン 分 子 の 欝 造

と生 髏 細 鮑 卩hに 於 け る.そ の 定 位(538).

K醜g郎Igli,('yanuric:1鹽riavdeの 結 藺 構 造`576).

tThmnpxm.ILW・,刃 チ.ル 及xチ ル 丿1畦を 含 む 二.三

の .多原 子 分 子 の 吸 收 界 ペ ク ト.ル(80:1).,

Anus¥V.k.Sl.KkieA.H..ラ.マ ン ス ベ ク トル の 研

睾.〔ir.;Ne【cliloricAcid.及Nitr`鄭yl17achlora童C

の ラzン ス ペ ク トル 〔Bl:i).

Shceub艦 ㎎ い・,.Iii準 織 晶 の.?hgnc巳 ・s[ciClion
.〔6】9》r

【.畭D.E.,中 性 子 の 物 質 邀 過 に.よ つ て 勵 起 さ れ た

る 第 二次.Y線(637〕 ・

liachesterC.D.,磧 化 錫 の 畷 牧 ス ペ ク トル 〔X66).

珂e,seT.龍Wes【co艫 【じH.い 水 素 を 含Titる 諸 種 物

.質 中 に 於 け る 中 性 子 の 減 遠(TO7) ,

Proc.Boy,Soo.【A〕,151(1935)・

77artieen・R.・ 以 子 波 動 鴻 數 の 訂 算 結 果 〔W〕F・ 一

.邸 範 及RLa'に 對 す る 結 果 .(26)・
.

SicaKay・C・ti・,電 解 質 φ 溶 液 中 .に於 け る 水 の 構 造

に 對 す る 温 度 燮 化 の 彰 響(icy)。

1:riafioamstlyS.G吋 イ オ ン 化 テ ル リ ウ ム の ス ペ ク

トルTellI(178}・

Rev.Mod.Phy8・,7(1935)・

L'revli.C.驫T副G・K・ ・療 干 量2の 水 素 同 位 元

素(${)・

Sbw,Phye,.,7(1855)・

Lif.+hitzE.,物 質 粒 子 の 衝 突 に よ るYC-f及wa.電 子 の

隼 成 〔且1〕(385)・

Pr舐h6lkoA..RuhじmsnnM.畿Fede了 …吐enknA..固 骸

鍾 素 の 吸 牧 ス ペ ク トル 〔1〕(41.0)・

P:eskerS・ ・食 樋 給 陥 に よ る 高 速 電 干 の 廻 析{4幌 レ

Yudnizt:iD,Z・ 」.1CuriscLnlowI."「.&■..nl)nheoG・

」勾Liの 包度速 中性 子 に よ...る破 墺.(9i・ り ・.

一:脳 ・一
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卩,一.,, .醒　 ,胃.齟...卩.r..'.r.阿 一 一.一.,幽{一 一AP.-.一-茄 、...・..v.」 一、〔}A.一'..r'"一 ・一 ρ♂ へL

lOl

1
i

li｢--nerG.,pohl_1<.n,ticLnmi。herli.J.,ゾ1

.分 砌 構 造 と耕 唹 げ る 砌 駆 ぺ,、.1

¥¥'eme.0ゆ ラヂ ウ ム含 有 金 壗 の 放 射 能 と該 金 哺 の

特 性 との開 係(討1)・

Z.Phyaik,s3(1835).

JaWoo.kiA.,色 粱 溶 液 の 偏 光 螢 光 に於 け る光 の 睫 間

的 減 嚢 に關 す る一 理 綸 〔53)・

Stegmanl,H・ ・P。 のG粮 に俵 る窒 素核 のtt .綿 幅 射

に對 す る働 援 〔72)・

Posell・,Cに 俵 りてAI及Nよb放 轟せ る核 プ

ロ トンの 數 と到 稷(SCI)・

∫ohn50nN.C,,珪 素Kα1.3二.喧 線i;對 す る.化弓し結

tiiegLahn]].u.¥lagnussun'f.,。 。 認 梦ll}

¥nrling.[㌦ 電 離 せ 弓ハ ロゲ ン化 水 素 の 轡 スペ ク ト

ル 〔1〕.臭化 水 階帶(179},

wuhemannB.,nayヒ マ ン/iン の 格 子f亘 皸 り♪温 厂廷1こ 、kI{cliardl一 、..`}じ 盖wUCrlく7巳L'1'rauLcnLi=了G1.[・k・ron・,プ

1、謝 総 。醐 。。。、そ。。麦麒"}=。1認:擬 講 驚 黒!li譜 纏購
Plachinzrw∫,.1異 棒 性 製1陥 の 光 吸 敢 の 理 淦(G39)・K】a【mnnnH・ ・lll性 子 に よ るA1の 變 換(221)・

1:urls<L:ila・1,u.【 』し罫chcw1.1.,中 性 子 書殳射 に よ る7TlilggeS.,質 量2の 中 性 子 あhや?(罰2)」

鱗 撚ll騾 驫 職1驢:ド蠶繦論 一
Trans,Farad.。Soo.,31{1935).S7yrnahow5k監ｫ.;螢 光 輻 射 の:¥L+klingrcitの 灘 ヒに

Sort【mL£ ・&Pau】ingIρ ・¥[illa一¥izon効xの 波 對 す る 分 子 邇 輔 の 影 響(9667・

動 力學 的 毘 理(BRA),「¥fnizmvsl<iS.、H藍.1.1.帶.の 微 細 構 造 〔H〕(q?9〕.

SnltonL・E・&}lampsonc・C・ ド=≒ の 有 機 化 合 物Gnmds電fim正 ㌔Callの 帶 λ ベ ク トル 〔川 〕(ii-0).

の 酸 素.及 硫 黄 の 棺 跨Jlii'1Fi.角(A45).Gomb5aP・ ・ ア ル カ リ.金 颪 の 理 論(687)・

.¥ngusW.R.改1痴oA.Ti..NQ+墓(95S)・ 曝 群E・ ・Cd及Znハ ロ ゲ ン化 物 の 蒸 魚 に 於 け る 吸.

ll三鄭罵 職灘 驚鞴 蒲1灘 轣 籃攤}
Jonas.P・L・F・ ・ ベ ン ゼ ン 分 子 及 其 の チ メ ル 誘 導 體 と解 薙 機(747)・

の 構 造(ir,}36)・1Iilgealcfi置.LJ・.シ ユ ー マ ン 領 域 に 於 け る 青 醗 ・ヒ

Z.anorg.Che皿.,223(1935)・ ド ラ ジ ン・ 鼻 チ レ ン,ア 亠.モ 昌 ア 及 紫 外 に於 け る

ltiltzW・u.1¥'ribker.・ 立 體 化 吊 的 に 観 察 せ る 或 合 ヒ ド ラ ヂ ン の 吸 收 .ス ペ ク トル(/si).

金 に 於 け.る 物 質 の 特 殊 状 態(:;21).Z,phyeik.Ohem.〔A】,1%3(1935).

Z。ElektrocLem.,41.(1935).:¥nwecsK・7・ ・Try弗 素 化 合 物 の 分 光 學1345}

ILIrlhnlomiE・4SacLsseH・ ・ 有 禝 分 予 の 振 動 〉.Z・phyeik・Che血 ・[B],29(1935.)・

ク トル の 分 析 に 對 す る 両 位 元 素 効 果 の 意 義(u_1},Con面 ・!1illr"th1[.,麗 換 さ れ た ペ ンゼ ン の 吸 收 〔viy

He・aK・9G.,P・ 慰r:・ ・.Ve・1・gcrH.,.¥sFI分fの メチ ル ベ ン ゼ ン及 ク シ ・ ニ ト リ ー ル(170).

幾 何 學 的 構 造(jq9)・ 「(i?a)・1臙ggG・ ・立 方 ナ ト リ ウ ム ーウ 才 ル7ラ ムープ 卩 ン ヅ

(192).

u。reuTi.・s【 ぬ 旦S・u・Wcs照enA・,鍋'"品 系 珪 化 コ

轍黙讐韈議鏘
liohl.ansch6.¥1'・ 卜㌔u・StcckmairR'.. .ヒ 〔Xl.lV〕

及 〔m〕(2肥 〕.

化 學 熱 力 學.熱
化 學 及 運 動 論

Ber:Dtech.chem.Qee.,se(is35).

PirschJ・a..J轟rgd∫ ・・Xi十Uflt合 物 の 構 逍 と モ ル 融 解

熱 の 大 さ との 關 係 〔H〕L4・endo一 顛o・cpclohenan

の 台・成(且324)・

鷙t1躔 、禦撫.ギ.。 。。詳登2り0}

1

1

_.',IU_ i
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"ド..A

k爆'r..:熱 礫 縮 の エ μ ・ドー 雌 獲,.其 定 義 の重 要 性

〔20田)・

Itnuzdisu・ ・工 業 燃 料 の 熱 能 奉 の 翫 算法(2108)・

Co皿pt・reロd・,201(1935}・

RcyJh熱 懸 縮 の.s#n:C一 効 噛 ヒ義 及 販1直 〔9)・

J.Am,Chem.90a.,s7

Snvhort]LC.S?¥tilnerR.

L'DBｰR1=6^'flElriwlciw:濕 驫}

r.畳ucR・W.達(三inalpie¥S'.1㍉rantm液 瞰noの 熱

容 墳翠と三騫賦 簾 ・帶 スfξク トル.よnの ニ ン トロ ピ ー

(99亅).

Rol鴫rt・H.S}F鴇 唱 固溶 艘 に 於 け る多形 〔【〕熱 釣

研 究.(7.74)」.

VoldR-D・,分 光 學 的 數 儼 よ5め メタ ン及 叢ハ ロ ゲ

ン誘 導 裾 の蕪 審 斌(1192).

Lewis.H.生annEl㎏G・1オ'ゾ ン爆 登 よn高 温 に 於

け.る酸 素 の 比熱 及 中性 酸 素 分 子 の1ムTF.'PYTル

ギ ー=爆 殀 に於 け る温」斐勾 配 に對 す るuB正(1399)

.J.Che【 口.Phys,3(1935)。

Eidlm町M,L.&Aston丿.G.,非 剛 鱧 多flf.F分 子の

廻 情 エ ン トロ ピ ー(319)・

6curaLr,.L爆 鳴 の 熱 力.學的理 論(4濁 〕.

R{恥iniF・D・.ブ タ ンの 二 つ の異 性 懺 の坐 戒 熱 の 差.

四 メチ ル メRン(¥eopenlane)の 生 成熱(439).

熱 甑 鷺 諜 話1臨,_謄}

鹽ChapnsG.,

J.Phys.,h6m.,39(1935).齣 蓍謝

R'wre((¥1'.,(C詑ldiam.結 合 の 」・ネ ル ギ ー(91:=).

灘 諜1蹴 鮴。。對,、電騾 星蕚}
GnldlingerP・&LannreHW嗣CD分 予 の 解 離 工 事 几

ギ ー と 炭 業 の 昇 華 熱(107%)・

Proe.Roy,sua'【A】,..150(1935)・.

.i
ニn1eU・A・ ・Snpedattiaの 綾 計 理 矯(b83)・

Proo.Roy。Soa. ..【A】,葺5.1(1835)・

Foa'lcr'矼 ・R'・.載 品 の 異 常 比 難 持 に 分 子 廻 纏 の 寄 輿

に 關.レ て(1),

SoW.Phye.,7(19351.

Gαlnピe
.LN"55:蒸 氣 の 分 子熱 容 贋 方 楳 式(4{2)。

.z.a翼org・Cheロ1恥223(■835)・

Ihamchke,:¥.o.Rcl鹽mate .11.E.,酸 の 濃 度 に 闕 聯 せ

る 餓 化 マ ゲ ネ シ ウ ム の 硝 酸 丶の 溶 解 熱 及 酸 化 亞 鉛

と酸 化銀 の弗 化 水 素酸 へ のrY.84熱 と 弗 化 丿B.#b.9it1

液 の比 熱 の 衛 し き測 定(225)・

Z.Elektrorhem.,4i(iat5).

Fr㎝5dC・ ・RurianR・0」HareO"非 霞解 贊 濬 液 の 稀

稀 無 と滲 避 壓(4匪9)6

1hkhlminnnE,ロ.Langc}:., .D,〇一H.n混P物 の 稀

釋 熱.と三塗∈麺赱熱(SSD)ひ

GdniherP・u.!Here.R..化 水 素酸 の 孕 戒熱(甜1)・

Z.Physik,ss(lass)+.

JncynaN`.,力 學 的 状 態 方 麗 式 に墓 く理 想 鳳 鰭 の性

質 〔丶つ ・L34。Kと 歌59。Kと の邯1の 臨界 状 悲 以 下

に於 け る11eの 懸 縮 車.(zae)・

亅3cynaW・ ・而上 〔VI〕Heに 於 け.る臨 界領 城.(253)・

Jacpm、V叫 両 一ヒ 〔vu〕 蓴【OL二於 け るjinvlc領 城

(姻).

TacynaR'.,同 上 〔V川ii:eに 於 け るJoule凾"1'homwn

効 果 の 反慱 線(629)..

1謙繖 鷙 総1讐螺 編1:黝

蠶課丶惣 濫1鷺?。素晶撚}
{1 質 論

粘.度,表 面蝿 力,旋 光度,分 子屈折.

磯 氣的住 質,透 電恒敗,双 梯子能掌,

分 子容・分 干量深 原 子量導・

繍 黙 瓢 鯔15籌嬾 。猛羃勠
蹶 〔・1冫.晦醐 卿 砌 同題瞞 す、娵報i

h・mw・ ・高 叢 合 牝 合 物{エ14〕・ 滲 透 壓wasuよn決

kせ られ た る異 駄齦 向 族 懺 の分 子 黛の比 較(7939〕

.lmrcroK。V・,.炭 素 ゴ重 結 合 の 屈 析 常 縫.(n;:i5)・

Co皿pt・.read・..200(1935)・

1:コヒr、・ichiaoD・U., .:;つの.勤な る値 の 恥 【v瀰 恒 數 の

稲 配(2065)・

Compt燭tend.rzaI(1955)・

Ikaute,...瀝 青,タ ー ルの 郊 き粘 稠性 物 買の 表 面 談

。瓣 繋 詮,畷 。物。。轟懸 獅
Palin>1:iM..水 中 に 於 け るZ「 騨 に よ 弓 マ ン 昌 ヅ ト

.素鸞 鰭。駄 醐 。。。締騾 鴇}
1:crvicl」ianD・`.し ・.二 液 間 の 界 面 眼 力(339)・

一as一
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1ユ,:,

iLiじk江【a・、●ピ且Sct16n'rM・ ・液 懺 賎 電 査ii數q)磁 氣Atl饗

。1鯲∫灘 鸛鷙。鰰 瓣芸盤}
Helv.,18(1933)・

MeyftrK.H・ttFeTiic,3取 屑…ゴ ム の 弧 性(570)・

Hri而 廿r}二..王1`,eKStrn亅.、V.eヒSTLS7・B・ 鹽砕「酸 及 硫 弱隻の

反 應 能 力.と 構 造 〔Vり 丁 硫雄 及 酷 酸 の 混 合 物 の 粘

度t.電 無 導 度 及 ラ マ ンXペ ク トル(693〕 ・

J,A亅n.Chem,SoO●.57(1955)・

fmy【hC、P,lkMcA亅pTneK・.B,1移 動 的 双 擁 子 を 含1

む 二 分 子 の 能 拳 及 内 部 位 置 エ ネ ル ギ ー 〔979)●

T[andorfl目.L&NVashhlrnE.R.,醋 酸Sヂ ル 言睿液

の 表 面 張 力 の 加 水 分 僻 に 依 る 變 化(1201)・ロ
BrtL}'nej・M・A・dc&S膣`Ψ 建llC・P・・reuヒero:mmonia

の 双.揃.子 能 華(1203)・

"'ilSunC・ 亅.,改Wenzke1.Lll・ ・ア セ チ レ ン 化 合 物

の 透 電 恒 勲 〔VI〕,ア セ チ レ ン酸(126δ)・

1臆 蹴 耄5器,野硼酸置撞潔欝}
Ba【esJ翰R,1.{alfOTd∫ ・.O.&AndersonL・ ぐ・1田 及

Dlの 二 三 の 物 理 的 性 質 の 比 較(415)・

Ro1且 雨onR.&Rolte「soni、.H..HCIの1～1鉢 に

於 け る 燃 折 奪監(434)・

J.(Mem,Soc.,(且9S5)・

GossF.1"..液 慨 の 分 拯 を 雙 化 す る 因 子(727}・

"lars1;「.K.,テ 、tビ ウ ム の 原 子 最 の 容 簸 分 析 に よ

る 決 うき(772).

[.ef:6vre匸 ミ?
,f."「..旨 審詫芝1二於 け る 分1F分 雑 と 溶 媒

の 透 電 恒 數 との 兢 畢 な る 關 係(773)・

SpeakrnannJ.Crア=リ ン 水 溶 液 の 響 面 張 .カ と蒸

鳧氏分 壓(776)'「(788).

BasterG.P./}16nigschtnidO.,LeLrcaul'.5'11e∫er 1

、帖 國際鵬 曾。康・瞳 欝 の第五購[

驪寰総 徽謙飜}
Ku山 アA・de.,鮑 和 .脂肪 酸 列 に於 け る薪 慢 動覗 象

.」.Phy8.Chem。,39(1935)・ f(4U6).}
」・Lns・nく.:・R・ ・Kの 源 子錻 〔ll〕KCI一A9坑(「81)・

Nature,135(1935).

OrrW・ ∫・C・ ・重 水 飛 の 屈 折 攀(793)・

LarmnrJ・Sir.,磁 氣 光14廻 槫(879)・ r(a;oo)・

Faユkenhagmi.LltachemCh。,電 解 質 洛 液 の 壓 縮 }

Marlin△ ・k・ ・石 炭 酸 の 透 電 分 歓(邑po9}・

1'Rf[.inglonJ,1ミ.龍`!吐>wlcyE.G閃 エ ヴ.冖'レ 及 フ=b昌.

冖 ル イ ソ シ ア ネ ー トの 双 榛 干 能 率(1038).

7.echnmcil>e「E,、V.,KCI結 晶0)可 塑 性.(]Oi6,,

慧響 灘 蹲 、。。娜.腱 灘 詔
Nfltvrwies.,23(1935)

Z㏄ 】mouilzerE.W,謡 占品 の 可 期 性 に 就 τ(b--)・

総 腎 跳 雛1:褒。。鰤 鮹 盤}

Phyeik.Z.
liolimnnnF':潔鷙 陥 認 灘 認}
1)nl】in5kis.、液 髏 の 粘性 に對 す る電 場 の 影 響 〔δ09)・

.ROC,tTBV..54(1935).

NenJr.A.li.W・.パ.ラ コア の加 爲 性(scc)・

So卯.Phy8。,7(tgb5)・

恥d緯h㎝ 甑 ヲM・N"X線 を照 射 せ る食 簟 縞 晶 の 弾

性 極 阻 の光 覚 法 に よ3測 定(RgD')・

F鵬 楓 」.濫Kon駐umwaT..結 品 に於 け る電 磁 的 性 質

の 基 斃理詒(952).

Shur∫.&]aamuRり 更素 蒸 氣 の 受磁 率(501).

Fur[schntowLu.Schざkir匹,N'`、.,ロ ツ シ.sル 匯 透 電

膿 の 分棒 に於 け る反 靱 現 象(aai)・

Trane.Farad.Soc.931(1935)・

Fmmdlich.H.筺1:rUgerD.,眞 の 溶 液 に於 け る異 常

{廣散 〔906)●

COPP`,ckj・H・¥1・ ・n,の 膨 張 の 窶 積 係 轂(913J.

Fu唯 悶`mA.sliennedv&∫ ・・非 曾 合 絢 質 の 臨 界恒

敬 の:gym(toon)r

恥rqnh㎜hJ・Hevmann量 ま・・竸 化 カ ド ミウ亠融 液

に於.け る カ ド ミウ ム溶 液 及 熔 融 甘 汞 嬢 液.の 磁 無

的 性 質 αoo4)・

Z,anorg.Chem.,223(7933)

LmscL…n,kvG.P"無 機 性 鹽 化 酸基 の 站度 の温 度

。飜fl!㌦ ㎞_。 。。。黷(1嫐
繍 の髄 鮪 す。二鋤 硫働 の磁氣醐}

Z.ElektTOChem.,41(1935).

.Cl11911131.lll・
.iiAT匙holomξE・ ・凝 祐 水 素 両 位 元 素 に 於

晶 蠶1敷 瓮鷲ll議電解贊毒薬纂}
Z.Phyeik,950955).

RiecheU・ 騨液 燧 絶 縁 物 質の 透 電 損 失(158)・

"67
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'_"-ρ'"のr.」 匿一 「～'一 一 一A一}..一 鯉.'・「.广A「r.r"

7,physik.Chem.[B7,290835).

Hedワa1IJ,A.u.1';w量}暫R.　 '・・{ヒ 墨 一 電 氣 的Q監rie

跳 化 學 一 班 氣廴的c喰 燃 へ の 類 似(22P)・

KnUnW.u,killerH,.Y一 ヨ ー ドフ●ロ ピ ナ ン 酸 及6一

ヨ ー ド オ クチ.ル の 廻 轜 分 散(?66):.

瓰.氣 化.墨 1
Comet,rend;,40D(1935).

VeilSl・ 桜 觸 電 池 と短 絡 に 於 け.る 其 役 罰(2013)・

Compt,ren9.,zoi(1935).

CLannetantl'.,水 一エ チ ル ア ル ゴ.},電ル5'ES;物 中 のNi

及Ca.鹽 化 物 の 霓 解(4δ)・

tiIi㎎A・ettaseienr・ 、・・水 の 電 導 性. 、(203)・

G岨 鉱o日aL,電 解rl1【 こ銅 霞 溶 液.に1軍 .人せ る 壁 頂「(カ.』

オ リ.T)に 簗 け る酸 化 一澄 元 反 感 。其rn現 の 痺 度 を

ミ夬,ヒ す る 因 子(268)・

Hely,,且8(IA35>

1:rlennreyer1し 」L,¥¥'illiE..砒 酸 の 有.凌 誘 嚇 照 の 酸

化 邏 元 電 位 とAcidi獻5po=c磁n1と.の 闢 係(733).

FichtriF【 ・u・]lcizi㍉ 硝 酸 轗 と 酷 襲 鹽 の 混 合 物 の

電 解(】005)△.

」..Am◎.Oho血,Soc曝,57(】935)・ .

Long巳WOIthL・G・,界 面 捗 動 法 に よ る.250に.於 け.る=二

三 の 電 解 質 水 冷 液 の 輪 傘(1188).

NoアcδA・A・.&.K幡,iak{・ π.A叩 頁針2"fi液 に 於 け るAg11

鹽 〔Hり 硝 酸 溶 液 に 於 け るA」1一:¥,O.籃 の 酸 化

&dR'(1?38)亠

lir叮・wnA・S・ 昏¥fatlnnnD.A・ 髄 濃 淡 電 池 電 壓 よ

h活 動 係 敬 の 決 定 【1〕^_oｰ{_於 け る 漁cl(15衷 り.

丁・Ohem.Phye,,3(1935)・

UaAerW,N.&1ゑMerV.K.冒1.』0-D,O滉 合 液 巾

に於 け る.Kl'1・t.ici,.DC.の 博 導 痩o!'1窪0-r).a

.峺)看宥,隻({⑪G).

GronYh.&Halpe-nO.,.電ttの 理 論 〔1〕(45S)・

N8tu7e,135(195).

¥[ildicllh..分 光 勤 概 懌 光 電 効 果(789)6.

¥1｢nd｢ssnhnK・& .¥laoreJ・R・,超 傳 導 合 金(826)・

Iioonr71..1.&N.ie群 瀟 ご踊 蒲Il.・ 液 態.ヘ リ ウ ム の

.・温,錠 に 於 け る 椀A.1め 電:氣 抵 抗.(8'?7)・

17emont:1、 ・・油 と蝦 の 催 導 麿(91.,)・ ・

Jaequet.LA..銅 φ 光 澤 面 を 得 る 電 解 方 法(16丁6,.

Nacnre讐1ssL.(1835)・

Uurn,口KF、,'CnvF,qrA.達¥¥'ilhelmJ.0噌 熱 耄

効 果 と超 電 氣 偶匹導 賦.剋曼(,al}」

H」ti55in、ky.SL.電 氣fヒ 厂罪画毎交 書奥に よ る..入=「:放At讎

素 の 桁 出(tit)・

Phy6♂Revい47(1935)・

Andennn.P・A・ ・Wとll乙 、との 接 鱗電 位 塾。Ra.町 外

部 作 絹 函 數(95S)・

隠 瓢 離15}1樋 。。毒羇嬲}
¥¥'hileH,J"強 紫 外 線 の 照 射 に よ る火 花零 飃 の變

化(n3)・ 層

QuartoL..k.,灘H鑑 の 電.千場.孜射 と作 用 函 数 と

の 闢 係(2ro)・

Physik.Z.,36(1935)

¥lmer1L.白 金 上 に於 け る ア・レ加 金 恩 の 一源 琳

潔 騰 灘 。h、嬲 。。。膿}
S巳cinerK」u.Gratvmanur.,超 電 導 性 のlll現 に 對 す

る 微 緒 晶 の 大 さ の 影 響(5】 β)・

Proc.Roy.Soo。[A】,且59(匪935)・

.11沁
nigO『:,・K・&Itichordsun〔.〕 ・W・ ・化 墨 作mの 彰

響 の 下 に 於 け る電 予 放re〔Vl〕 液 態¥aK,と 魚 態

CiCN・1.IgBra(0}り2、(㌧ 及 小 さ き 負 放,H;を 興 」、

る 氣 膿 と の 反 呱(495).

撫 讐翻 課 。。。。躍纖}
.LarsmK・..f.・ ・ 伸 長 レ ナこゴ ム 射ドカPら 得 る 荷 電(`142)・

bow.Phys.,7(isz5).

ISIo[hin>ewD・ ロ・DnLkinaSch・ ・椀 金燭1;對 す る熱

イ オ ン恒 販 の 理as(総4),

NaJeduw'1⊃.盟.SemenowL.,甑 酸 化 銅 の 光 及 啼

黒 電 導 性(δ13)・

{¥:werE.薩 い 金 屬 膜(.a,)に 於 け る 光 電 干 の 蓮 度 配

布(63E)・

Croxhmrし.W.,金 屬 か ら 遒 電 骸 へ の 光 効 果 に 對 す

.

る 媒i削 の 躑(619》 ・

Li細 〔lrnt.G,,牛 導 體.に よ.b限 られ た 面 の 光 電 子 放m

に 於Nる 閉 止 贋 の 内 韶 光 電 効 果 の 役 割(coo)・

Fakidml・u・lasarewu.G・ ・ 囿 態.1::1の ハ.ル 効 .

巣(c7♪ ・

Trane.Farad.Soo.,31(19:5)響

拿lt'alkerO,」.謡 一¥¥'eiseJ`,.陽 毒解r反 曦 し二.及rモ'す 電 植

長 面 の 影 響(1011).

Z.]Elektrochem,,41(1%5)・

_3虻}8一



物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)

丈
鹽'卍'醒'}'卍 .v'..岬 一一イ

献
.

集
_"甲}

111

咽:ndKG6,PLn ,iil電氣 化導撃に.對す る 物理 化 墨 の 意義

(fO3).

Narヒ 嘘n1.町匡 亅Lじ・u・W壱lmer.(..・ 熔 融 驥 電 解 に於 廿

る陽 穐 効 果 〔H〕(44s>・

WLI且蛭P・11{ordabki"'・u・LhrenlxreW・,Pu .測iL'

珊 ア ンチ モ ン電 標 ・ 電 位tL-FFの 機 携 竝1;電 枢 の

慶甄用(6{:)・

Seitl」w・ 腿・Kψ 鱒cbc、cskiり.,雹 解 に よ る炭 素 の 固

態 鋼 鐵 内へ の運 搬(腸1).

dlullerr..・u・Inlrichen、V・,電 子 菅 に よ る靜 電 氣 的

、電 動 力測定 の 慧 義 と方法{559ン

He謡eτE.聰1.rashF.,非 水 溶 媒 中の ピ ク レー トの

電 解 に 際 して 陽趣 に於 τ 行 はれ る諮變 化(564).

i.angeE・u.bagelK・ ・.理想 的電 氣 化 撃 的 多 楓 系 に

於 け る物 質一霊流 一仕 亨 開 係 ・理 想 電 池 に於 け る電

解 の フア ラ デ ー法 則 に就 て(Jib)・

Z.Phyeik,as(1965).

S。・m・m}1・ ∫・・低 躑;於 け.る金 屬 混 相 の電 無 傅 轍

に關 す る研 究(CU-Pし 合・金)(97)・

JordanP.,磯 子 電 徽 力學 に就 τ 〔9〕(?04).

1仙 監`ckal弘 外 龍 光 效 果 を決 定 す る光 の 配 布 に鬮 す.る.

研.AIL(9RG)・

Z.phyeik.Chem,[A),173(1935).

*)fanegnldE・u.・Slifber.t.:・ ・卑面 に於 け る電 無 の移.

動 ・ 第 二 系[硝 子一金 周 熔 融 物(H9月 ・第 三 系[硝 子

一鹽 熔 融物(`、gN`㌔)1・(32ユ)。

¥[dlle「Fr・u・UarichcnW・ ・高 延抗 電 標 の鞏 導 力 の

鏡 敏 な る新 測 定 法(349).・

Karpa電scheFlS・u・P郎zugW・,液 聾 混合 鹽KNQゴ¥a

N儀 一LiNo3の 電 解 に於 け る酸 素 遘 篭 壓(S83).

乍 衡 論

化學 挙 衡 ・ 楸 律(状 態 圓)溶 液 筥(叢 氣 壓)等

Ann.`chim,phyn.,asO935).

ｫ'eiderO・ ・炭 酸 の 第 .二解 躯 恒 數 の 決 定(14?3).

Compt。read。,YOO`1935)・

perr｢1A・ 帆1'ermtR・.過 酸 化窒 素 と臭 素 混 合 物 の

氷 跳 法(2166).

Compt,rend.」201(1935)・

¥lichelA・.。t<;;冨ardん ・熟 磁氣 的 分 析 に よ るFご 酸

化 物 の 徴 弱同 溶膿 の 檢 出 〔64)・

1Sou「lon民 .etR{111¥'CCIこ ・・.MgC;2イ オ ンの 加 水 税 象

の氷 點 法 灼 研 究`65〕

pn厂9証u...J・;亜 石冑酸 そf灰 一'1'c系(67,・

.F恥 瞭 ∬i島.1㍉9・bl:一NH 、II-1[20系..(21.5}・

De1Wa浦e}1・ 一L・.Bi「 .1-N1.早4.Is(,系(341),

」,.㎞.. .Chem.Socり57(1955)・

GioningsP.M.&DeesM.,三 元 系 ・25。 に 於 け る

水 ・.Al藍 ∫】Alcohoi及 鬯(1038).

Robinson..R.Ah蒸 無 壓 測 定 に よ る 水 潮 液 Φ の 麩 化

.及 沃 化 ア ル カ リの 活 動 係 載(1161)・

.Rob{nmriR・A。,蒸 鼠 縻 測 定 に よ.る 水 溶 液 中 の 硝 酸

及 硝 酸 ア ル カ9及P・Teluenesulfonateccj'活 動 係 數

(U65)・

You㎎R.C・ ・四 臭 引匕ヂ ル コ 昌 ウ 亠..と加,旦 ・ 竝 に 四 臭

化 ト リ ウ ム と?otassiumAmide1と の 反 感(1195)・
む

:Nkett6fGり25。 に 於 け る稀 有 践斯 の 鹽 水 溶 液 に 對 す

る溶 解 度 〔11fms)・

一Noアes.A・A・・Hoa霞 阻J・.L・配PitzelK・Sり 酸 溶 液 に

於 け.る銀 鹽 〔1〕酸 化 及 邇 元 反 懸(1221)。

鬢oアe5・A・A。,.PitzerK・s・ 農Ii勸nti.c・1州.酸 溶 液 に

1於け る銀 驩 〔II〕.銀 鹽 の西慶化状LiM(1229)・

Rh'otli..H.S.&Swineh副.C.F,,第 凹 族 の 齟二三 の 天

.斯眛 弟化 物 の高 壓 に於 け.る臨.界慣 販及 燕 氣 壓

:(1337
.),

wrebe瓦&Ga毳{IyV. .L・、60-1000.氣 厭,.250に 於

.ける水 素 及 窒 素 混合 物 の 水 に 對 す ・る溶 解 度(1487)

」己Ch晦Phy8..3(1955)・

SVghlM・ .1.L&.Uteylt・C・ ・各 種 の 同位 元 素 を含 む

水 の 蒸 氣.壓.(411).

1talpernO・ ・穫 及重 水r【1に於 け る酸 の解 離 恒 股(456)
.

Selt.zIL・ 完 全 三 成 分 固 溶 體(5e2)・

.」
.Chem.Soc.(Ie35).

Britt叩1L.T・S・&Wilii珮5W,G.,水 酸 化 沈 濃 の

{氣 計 的 研究 〔XIII〕.ア ムモ 轟 ア,lllOOO一,∂i一,

tri-methy■mineと 一ethylamine,Pyτidiロ じlEthyレ

enediaminel .こ於 げ る酸 化娯 水 瀞 液 の 椿 造7デ ミン

類 の 解 離 恒 鼓(796).

B鶴llR・.P・&7NYe:fenden∫ ・IL.Diosau滞 液1二於 け

.るHρ 及 ・PeOの 曾 合(822).

;F鹸nOJ.N.,ラ ン タ ンの硝 酸欟 及 水 に對 す る 其溶

解 度.(s24)・

Jiehim;pbys。52(le55)・

S熔敵o与1魏s1ミi-W.,共 沸i昆 合物 の盟 溜 の 研 究.(?98)・

{.Phy8,qhem.,.s9てlvs5)・

呂1細1..h:・IL,,有機化 合 物 の補 製.と.物瑚 的性 質 〔IX〕

,

f9一
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.....、齟 　 ～.一 齟.ズ■...冠.屮.T....「Lゴ ー.冒一一.._「,..AF.「,.一,.、'_F馳_F㌔ 「曁一.V.「.「..尸 「...「.■一...一r...

二 成 分'氷 點 圃 の.一ニコ三.と.そWpR.tN,性.のat;Y(7Gり ・'

B哺kerサmeW・ .1.【・&Cameron.跳K・ ・25『.に 於 け る

フ1く酉麩化 鐵 と硫 酸(769)r

tin'・SII・琴㎝1'・}:識k・ ・aP.・.F・ ・'ピ リ ヂ ン ー酷 襲 系1

〔IF'〕6沸 嵳占.(8?7)響

LnrsenW・E・ 靴H蝋.1H・ ・
.溶媒 と し て の 液 態 ア ン モ

耳 ア ・.〔1V}25。 に 於 げ るNH」Nへ ・MI41,N㌔

L'r友NH弔(ユ の 活 度(Sil).

W細 εA.W∵ ..為 機 酸 溝 鹽 基 の 電 離 に 於 け る.オ ル ソ

置 換 の 役 割.(RCJ・

RiechL・c・&ICilpalrick.1・ ・准.々 の 騨 類 溶 液 に 於

け る 安 ・蟹 の 古 典 的 解 擘 恒 數.(ssi)・

Nature.1苙5(1935)マ

Leith・Smith.・ 、・..乱1くlcimrdsohI{・0・.W・,イ ∫襖 金 屬1

藻諜 鰹 瓢 瓢 騾 鉱ll譲蹇}

濃 瓣 黼 隻轡 囃 予の搬 、.}
F:n】L`1・.H・…

.Hcllstrumli.n_6m・d・K。 メ チ レ.ンM

溶 液 中 に 於 け る 光 化 學 的 酸 化 邇 元 平 衝(4S6).

Trans.Fared.Soc.,31(ta3s).

'》Irt
zmellW.1ζ ・

.凝PariirrvtonJ.r...「 詫 の 多 髄 基 酸

め 解.離 恒 鼓:.〔owe)・

Z.anorg:Cham.,2z3(is3s),

LccP・ 」・a・d明f{ヒ Σりh亘or混t単a#の1蒸 毒嚶 ㌧.(ｰ13)r

SaslmvskyA・ ・∫L1しEttin琴er∫ ・.L・7{NQ寓 の 存 在i;

:於.け る.硝 酸 一A】一¥a-K-Fcの フ1くに 對 す1る.共G司 溶 解

度 〔1〕.(2is)・
』l
hicl`L.van,II

Jelling6aus¥Y.置鎧 甥 矯 蝦 藁 、。;館}
'1'amma

nG6u・P.ce6meW・ ・.多 形 槫 移 に 於 け る粒 の

變 をヒ(385)・

FrickeR.u.亅S.uvunetF,.13ｰ.Cに.於 け るNaC【_

1..fC7一鵜O{ひ ・鞴(30i)・

Z:Elektroohem.,41(1355).

Gmη 壁E.,
.ウ ル ト ヲ マ.リ シー硫 黄 系.(ars)・

.BringsW・u・Schm。1:mannH・1酸 化 鐵 」甄 酸 化 鹸 の

.鰍 麒 畷 邏.(429).

Z.physik.Chem.(A7,173Uses).

Ai麿1.E・,73ra【nR.aRedlich【,・,.重 ホ め 電 離.(3i3).

ShibataZw.,、vaK.,KCL ;7hit{f&の 蒸 劍 墜 の 測 定.

竝 び に そ の 熱.ヵ 學 的 評 頂 、(ｧlb).

1.lullmn}{..了 ・・K・ 鹹 ・G.u・SeilerM・ ・.溺ゑ 中 強 電 解

質の 解 離 髏 ヒ.〔11.〕・ 鹽 黼 中 σ・ ・一Dilll宦・oplu…1

の解 離 恒 數 と溶 解 度(449)・

Z,physik.Chem.LB7,29(1935).

Clusius[i…k素 両位'元:素の す.ル トパ ラ轉 移 .嚥 無邏

の 瑳….(]59)・

H㎝1dW・ ・分 子 分穐 と會 合(239)・

1界 面 化 學

吸 符,觸 媒,膠 質91寓 眞 化 擧 等

9nn.Phyeik,2s(tsss):

Pu・pisiLV・ 曾Fdnh測 うと法 に 佐 るプ ラ ウ.シ 粒 子 に 封

す る 光 の 力 効 果(259),

Ber.Dt80h.che皿,.Ge5.,68.(1935).

S【nixlintcrILu.Ei圧q3;H。 ・r…i7i9'1七 合 彩r〔Iiv;}[舞

皐 體 類 隙 のCelluloec・tria/xtalel二.於 り る 謀 維 素

の 構 移(iris)・

Sヒandingcr}{・u・}lusヒnlann.E.、 高 電 合・{七合・物.〔 聖16〕

膨 潤 に.限 度 あ るP司y-surd(161ε り.

鷦 聖蹴 縲 賛。電。.i'(8ri3).}
Co皿pt・ren己.,200(1955),

D匹心arL・,醸 化
.第一 銅 の 電 導 度 に對 す る藩 氣 及 吸 蔵

h斯 の 影 婆(10?A).

M"山lew・L印yL・.5・ 隔 ア ム モ呂 ア 性 溶 液15於 け.る

水 酸 化 鐵 沈 澱 に,佐 るCuの 唖 着 の.分 光 々.度計 的

轟1鸚 。碑.。。羅 劉 葉驀}
eOmpt.rend。,201(19E5).

Procopiu.S.・ 穆 質 溶 液 尹結 最性 沈 澱.硝 子Lの 尉 腱 沈

積 物 等 に よる 偏り臨..(of)・

D・.anx11・ ・ア ル ブ ミ ン薄 臓}.不 溶性 .(μ)9).

:¥kenuainA・ ・ 活性 炭 に佐 る稀 薄 有 機性 藻 氣 の 吸 着

と著協羊な る空 氣 に ょ 乙:雰≒駐 三霞(210).

¥lnrzaロ ・L・▼Ch無dτ σ尊(㍉CIPortevina. .金 屬 中 の

含 有 武斯 除 去 の 一新 方法(412}・

Leau[eん ・.タ 白 ル及 渥 膏 の 毛 細 菅上 昇(郎6>・

1'snac.r'.;..散光 法 に 依 る結 晶 腐 餓の 研 究(330}.

Hely.,!8.(1955)・

R匸唱g膩P・ .11・TenseロP・,人 コ:有機 色素 の水 溶 液 に應

mせ るchn+mxtogrxphischeAdsoゆriりmnaly甜.(12〕

吸 着及 び 染 色`624).

S㎏n幻1く ・r溶 液 中 の 高線 及び 最 高級 分子 化 合 物 の

畢動(701).

一eon_,一 一

,
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」.A皿 ・Che洫.Soc6,57.(1935)・

*Wasbbl叩E・R・&EerrvG:W・ ・稀 薄 水 瀞 浪 の 表

血 張 力 研 究 よ り得 た;る.パ ル.ミ チ シ 酸 ナ ト..り.ウム:分

fの 大.き さ(975)..

*IteldesclmielerE・1.?aMik聡kaL・A・ ・虜…物 よ.う

酸 化 白金 觸 媒 の 襲 造(977)・

B互odgo1‡.畢(・.li固 憾 表 面 一ヒに 畢 一 分 子 厨 を 形 成 せ

し む る.こrに.よbτ 酢 ら れ た る.薄 膜`】ooi)・

*Griffin.C:.、..一 酸 化 炭 素 に て 被 毒 せ ら.れ た る1聘

持 銅 に 依 る 水 素 の 吸 着(12C6)・

RentlG.1≧.畿LesnickG」 ∫.,硝 子 上[;哄 着 さ れ た

水 め 化?#tifYAi(]?46)・

Conct1'.H.,SenfrnvM:¥k.¥Fdel61u[el1.ti`.,

硫 化 昌 ツ ケル の變 則 的舉 動(ユiii1).

」.Ohem,Phy6.、3( .193の ・.

BaserS..1L轟1跏 ・ヱ1謹εkA・ ・界 頑f囓;於け.酵 樹 解 牙

=Fの 定 向(401) .

J.Chem.Soe.,(IS55).

R'ass'ermannA・.過 酸 化?kと ビ ロ ヵ'.ロル の 反 麒 に

對 す る觸 媒 と してのFe侍 囃(836)・

:¥sWmvW.T.民LomasR.,蛋 白 質の 水 和作 用及 燮 .

性 の 琴 線 研 究(846)・

J.shim,phys.,32(1935)

1{rnvnvId..L・ ・薄 片結 曲 の 生 長=定 性 的 研 究(303)・

SzperJ」CfUztL+naicas∵ 亅1多質 凝 固 謹葦度(3s5).

K。w・ ・ski.;L・薄 片縞 勲 並 長 ・.完量 齣 院.(脳).

「【'
oshiSS・etPa【mikar.1く ・王㌔NL・ 攬 化砒 素 膠 質 唱こ

俵 る7鮫酸fヒ鐔し閣姓.ゾ ル め 瀕i閊 監二於 け る粘 慶異 常 垂墜:

化 〔蝉)・

liikermannJ・ 」・・謬 質 溶 液 φ電 導 度(pan).

1:mvarskiLり 薄 片結 晶 の 生 長 言理 論 的 研 究(469).

J.Phye.Chem.,3s(teas).

蠍 。;黝

abramsonH・a・ ・不 活表 両 及 蛋 白表面 の.電位 差 及inl…

電 に對 する鹽 の影 響(7引 〕)・i

ヂ み.チン 〔:i4.

}}nngcnhexgdoJ・.}LG・11;StoOP.1〈7・ 規 媒 甅}質〔XXIv〕

負電:荷 を 書寺つ 観 楳 膠 質 のaロ ヒvl:a.mplexNocknng墨 二

.際しrの 腸 イオ
ンのfi:#殊作 嬲(ア ラ ビア ゴ ムーゾ

ん ÷ 中性 鹽 ÷ ア ル.蒭ホ 摺〕(96).

.9曲1dWq
・麒 あM梱 ・噸 ・(109)・.

b'ischetH,.溶 液 及.氣慥=H'iこ.於4iる..木炭 ♂、:の吸 着 に

.就 て'.の比 較 研 寃`1.35).

鑓hr鋤 磯W・u・G6rgH・ ・金 屬 水酸 化 物 溶 絃 徽,.

素 繊 雄 問 の 反 胆…:Ct4曹 逹 繊 維 素 に.於け る結pflM

チの 轄 位 のX線 分 光 學的 研究(302).

黜ll細 驚 拳_鰤 謡惣1}
Smimon .LW・ ・謬質 系1二 勘 るRapleigh式 の適

合性(3ti7)・

.Ildni;」w・ ロ・Ima｢oww .x,振 子精 度 計 の.方法 に

.働 糊 内 鰭 傑 蔽 の測 定(?60) .

W・larnnit・chM.1'.,Kn13kt・qN.K.u、R・m…ky .、.

N・ .分 散 系 の 粘 佳 と筋塑 性(267).

GangnliA"吸 若 に髫 す る攬 評(2751)・

D山na山kiA.u,TschapekM,,温 潤 熱(1)濕 潤 熱 に.及

ぼす 吸 着 イオ ンの 彰響`279).

?Lcr6siH・,楓 潤熟 を顧 慮 した 穎 粒 表面 の 決 定竝 に弔

滑 鑛 面 の 洳 こ依 る 黼 綱 膿 置.(?8'?),

Pav樗1kllr'.,赤 色¥一Fiala(237> .

.tir『b「ew1㌔ 或 蘊 の 炭 酸蠱 の 分 解 盗 度 ド及 ぼす 結 遅
,

。、驚鷺驚鞍.。 。顧翻 製薹謝
Bd晦i畭 しrir:u・Sc6allA.,膠 質 溶 液 に於 け る難 溶

性 物 質 の 溶 解 度(soo).

Brincz】lll'[H・u・Schall.a.,難 澄 沼…性 酸 又 は鹽 基 の

溶解 虞 駈.二及 ぼ す鹽 類 駿 竝 に酸 爿κ観 水 膠 質 〔ttjゼ

.ラ:チγを 用 ひ た 研 究.(302) .

Fuc6sG.、Fε(OH)3一 ゾ ルの 構 置 生 成 に及 ぼ す親 水膠

質 の影 饗(3じ わ.
Elll虹n}U・M仙e1F・:諏 酸 懺 …灘 の.臓 の 膠.Liepat・ 仔&・ 鼠M・ 脚 ・.・{麒 膠 贊 〔V[1〕

質化 攣 的 性 質 に及 ぼ す濃 度 と熟 成 の彰 響(8?:り 。

Kolloid,コBeibら,42〔]935}.ゆ

(D寒 末 の分溜.と得..r,#Li_る分溜 物の物哩化學的.

性 質(31i)・
'Ehrx・be

rgW.u.¥VulffP・.電 噸 をN・t,,?6.・JX'
,k'rzyle・1:iSI.J.r.,Anil,zejewsAi.亅 葦.。.>lystku。 、ki

Cl一 と して含 め る ゼ.ラチ ン の電 氣 傳導 度 と耗 學 雫lL" .,.多鞭 プ ロ テ.イ13'ゾ ル(386),

re;Cr)・ 勾yk・・A
。W.,ye一 ム皹 の 櫛 氣 鰭 中 艦

緊驫 嬲 繍 鑑 白舗 ㌘讐:.。嵩翫 撒_。 於。、鷯}

:J/j

.一 一r..L _凾 昌 區■■■唖一 ■国邑_ ._～
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%olloid-Z.,72(1935),

.1くoiitwalter.A .凵・Vend1¥L:Schleudrr巾4filfｰkよ.ら

K6甲ur9一 曲 線 の催 定(1)・

Remy..11.o.Seem鰤nW」,.液 體 に依 る霧 の吸 收 に及

ぼ す 氣 泡 の 尺い さの 影 響 〔り(3)・

Held.N.A.u.Sユmochwa董brK{N..有 磯 物 質 の 籍

贏 表 面 へ の 吸 将 〔川 〕.耳娼 集 へ の.ラ ウ リ ン酸 曹

逶:の吸 符(..1:f)・

lirinicAや.永 酸 化 物 一及 び 酸 化 永 化 物 ゲ ル竝 に其 雨

性 的 性 質1非 縞 晶性 竝 に結 品 性 酸 牝 水 化物 及 酸 化

物 〔XXl1〕(18),

B漁 脚D圃:lndreeai..,"lanl:owa.F..u.Da皿owa

1㌔・・.結晶 系 内郁 に於.け る衷 面 變 化(25)」

P・血i.w"・R一.F.d:.u..B・ 興・1…E・ 黼Mi・c1・

komplexをrsて る ア ジ ド型 金 ゾルめ 構 造 と.性質 .

,盤_職 顱。。化慮 認}
Sauzr玖WS[eintt.L:,.廖 實 竝 に.沈積 硫 化 銅 の 生 戒

據 式.と組.成(41)・
"L'scli

e[iekM・w・,親 水 膠 質 て め エ チ ル ア ル コホ ルー

水 混 合 液 及び 鴇 チ.ル ア.n7ホ ル」エ ー テ ルー水 混 合

液 中の 親 水 膠 質 の 水 和.熊用.の測tea:,研 究(9G).

*S'mnayuchi1㍉ 才 ル・ガ;ゾ ～レ聖;艱す るア ル コホル

の 拑 封 的 沈隆 力(JL)・

Duman5kiA・u・Tuhapek;ム{・W・,粛 潤熱 〔卩〕 滋 潤

熱 に及 ぼ す吸 管 杢 氣 の影 響:(55〕 ・

Ra6inei馳 ロ ム・,Fe(oiihゾ ル の 構 造 生 成 に對 す る ア

ルa.ホ ル の`1朔(鯵 レ

Ilennig'「 ・ 膠 黙 勤 峠llジ 粒 子 となつ 扮 散 す

厂る ア規 昌oム 化 合辧 醐 躑 こ..■1・1燃・卿 の 現

れ.づ事(63)・

Elbdr:.a・Sc6acMlowsl:op=Ti』 ・.鍛物 蹂 法 の 理 蟄 ゼ

ラ.チン の ク 目ム 鞣 法.⊂苫翼VI〕 媒染 及 染 色過 程 の

研 究(67)・

Soholoxs・Lu・Kolink・ 、職G.F.・ ・鞣 法.の物理 化 學 ..

〔1〕.nn物性 タ.ン轟 ン酸 蹙 の 電 氣 琵 攣 的.性 質(.74)・

W叫kbwa."LW・ 乢.Saporoshez.,.W"浮 游概 礦 の

擾 構(89)・.

RwuwinS・u・lx'awG'a、 丶'ゐ..讎 メミニ ス テ ル溶 液 め

構 造 粘性 とテ イキ 野 ト ・..ピー的 性 質 〔り 硝 酸 緒雑.

素 の.アル,ホ ルーエ ヲ.テル 溶 液 の 構 造.粘性 及 テ イ

キ ソ 匝 ピー的 傾 の 撚 粘 悔 二依 る.緲化 と」嘸

.:の:改修 儀 式.(Rd)・..

Bl・繭gE謝 炭 タπ ・榊 》,.`魑 繊 製 〔1〕働 ・

Rikennann丿 ・J..表 面 傳導 度.と其 意 義(UiO》 ・

Sxk町a血K・u.EdgingH・ 帥長 及 非 伸長 硫 黄 繞 の機

濫 離 鷺盤 坐澱 。6,蠶碁}
、!an煕ld臥u・LindemannH..毛 細 管 系 〔xvn冫(1)

..r.規對 数 的.な る2F面 白5竝 ご二.立惘 的 球轍 螺 旋(i51》.

PauliWo..u・.Schild'1':,..Pt一 ソ1ルの紬 奨.〔1〕(165)乙

}加kbeq¢eI・N・u.biul3crjee5・,膠 質 溶 液 の電 氣的

性 質 〔V〕rawiNn..友Valkく,t:.め 枇 評 臨二對 ず 乙

懸 答(178).●

Veraeア 葺弘 」・、、㌦・イ オ幽ン吸 書}.と交 換.(iar〕 瞬

.Stheinker.¥.S・ ・溶 媒 極 隼 尹瞳の 研 究 と溶 媒 化 包 被 め

厚 さ(192),

"'esseloe'sl:i、V.5..u.ISelajca聖A、,シ リ.力己:kル

の 構 逍帖 性 に對 す.る ミtw間 液體 の#F面 張 力の

rte用(107)・

Sk∬orsowW・N・ ・膠1貢状 匚こrataし た 物 質 の 酸 化竝.

に邇 元 反懲 〔1[1〕膠 質状 湖rρ3の 邏 元 〔2昭}b

Dulitzlaja聖 く・A・.乢tick。loft5・1r,ゼ ラチ ンの 等電 .

點.(205)P

7w:ilcK・ ・,ミ ン酸.(21り.

H・ 呂h・5E・B・ ・ リー ゼ.寮.ン〆環 の 瑰 論(212).

VxvL・ ・爼 期 的 沈瀕(り 【ゼ ガ ン グ覆)の 理 論(017).

eianE,u.Schachmrsl-ovTh㌧ ゼ ラ,チ ンに對 す.る各

種 金 屬 化 合 物 の 作 用(221)〔XXW:〕 媒 染 竝 に染

色 遏 租 .(221)・

lColk。P'p.Z兜W・ ・浮 游 撰 籏 の機 構 .〔IV〕(239).

Sillxreia・・1も 最 近 ナ 年 間1デ 捷 協 醸 紅 漿 の謬 質

イヒ争(Sag)・

短a加re鄲1δ5(且9志5)?

cmulab[eF・1L・NazifLLEIdinu.,銅 丑 籔 上 の

『F渉 色 の 變 化 く791)・

恥 し..C.1.L,Flnntanad.M.E.義HidoNあ1L,籤 白

認ll膿 撫fl;:㌦,力 。謂翻.
¥¥'ojciechmrsl:iM6昏 隅 膣 物 質 表 面 に 吸 搾.さ.れ た る 物

質 の 責ヒを 測 電 す る 爲 め 沸 鮎 法(830).

1㌔oma5A・M・ 起W瓠 皿orcE・i;・,膠 質 金 猫 の 製

造(100り.

¥ardl"・1ら 虞lageF・E・ 、L・Cnvlrsia,diffnsiun

及 び 零董尸∫隔ゾ)丿;c・ さ.(1001)・

¥lcItniii丿 」W・ ・.膠 鷺 τ』は 何 ぞ.や(ll哮 誹)・

曾一"一eご 白 一
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Itulierisj・K・,或 種 の 吸 符 膜 の 重 要 な る 構 造 上 の 不.

連 績 性{1031)・

Nature,.136(1935)・

IcilyE,1.:.嚠:L&Pepper4¥'.r.,硅 藻r.i二 よ る4、 酸

化 ア ル ミ 昌 ウ ム の 吸x(^_ti).

Natnrwis.,23(1933).

Banduch〔 ♪・・ 生 勦 的 指 ∫】を墾 と して の 強 磁 佐 嶐 質Y

Fe203に 吸 若 さ れi=る:¥pektmamhtischeIxit-

dcnwntc(51'?).

1Ru(nnAり;枚 の 押 し 付 け ら れ た る 金 屬 薄 膜 の

實 職(557)・

Phi1.Ma;.,20(1BSS)・

Ally'1∵ 脂 肪 酸 及 其 に 開 係 せ る 化 合 拘 粒 チ の 電 氣

泳 釛(】29,・

Phys.Rev.,980935).

Iuuet;.'1'.,蒸 執 に よ4生 じ た る13i徽 結 贔 の 形.と

配 列 く19:り ・

Proa」F.op.Soc.【A】,匸51(1935)

ltaslowS・H.起Bowd¢ni・ ㌧r・ 表 面 の 物 理 的 柱 質.

〔ll〕 液 態 膜 の 桃 慌,liini力 のfl三用 捷 園(320)・

Rec,tray,,54(1935)・

】【crownsI.}】.Lu・Bredcc】1・L・,灘 垂法 興亅(680)・.

Rav.Mod.Ph,867(且935)・

BeckerJ.A.,熱 イ オ ン 的 電 子 放 射 及 吸 著(95).

Sow・Phys.,7(田55)・

Komkld¥L,再 結 温 に 際 す る 核 の 生 成 〔1〕(432).

T■an3.Fara己5Socり51(1933)匿

FrcundlichIL&〔;りrdonr.S.,Isinglassめ 等 電

位 靨(91a)・

Freund【idiIL起JulinLurger∫.、 ゾ ル及 懸 濁 液 に 於

け る 異 方 性 粒 子 の 配 列 に よ りて 生 す る ゾ ル ーゲ ル

變.化 〔920》 ・

DingA.・ ホ 炭 の 多 孔 性(935).

Steinerw.,.ホ に し ζ酸 毒 せ らiii二 る 硝 予 表 面 に 於

け る 水 素 凍 子の 淌 失(:1fi2).

¥litchellJ・S.・ 彎L一 分 子 沁誤 飛態.寿 程 式 に 就 τ(980).

Z.aaorg.Chem..zza{1955》 ・

'P
ammanG・ ・固 きNi線 力{柔 く な る 瞭 のNi線 へ の 色

素 吸X;の 軆 化(23一'),

]lampclJ・ 、段 生 期 状 態 のzincchromicの 上 昇・せ る

敢 若 能{活 性 酸 化 物 ΩO〕(297)・

Z、.ElektroaLem.、41(匚935).

(lnlw:」tit、Yけ,1題 蓼貫{匕'聾 巾旬ri月≡'霑とf匕 學 コ:業 〔412)・

Ku[細 市99A.,Snの 麦 恤「化 學(邊 昼1り・

K匸ar,;.,7:.Stor(cr氏 の.袷 女 電 不 均 一 系 觸 媒 反 應 の

基 礎 的 巨阡究 〔1〕炭 に 慳ξる.,k素 の 活 性{ヒ 吸 特(95i)・

耳996rLJ∵ 物 埋 化 攣 の 寫 眞 工 業 に 鉗 す る意 義(iti])・

1.bfmnnnLi.,EndellK,L■ 『RilkcW.,Aen[uni巳 の 膨

。獄 礁 籤鐙 。噸 。粥 津麺}
Nu㎡F.F.u.Laoge}.E.轟Lhn'olysc,礦 散 及 粒

チ の 大 い さ 。¥atriumoleatqLialLumia及Polya・

。:1灘 嫐 。轍 、して。。9APT1'Cr

。,アモ.ド(不 均一系黻 反勦 墓鋤 認

2.PhysU【,95(且955)・

Relz .11・,他 物 買 の 添 加 に 俵 るA』 馬 薄 膜 の 電 氣 的 刺

戟 に俵 る 燐 光(】S9}・

Z,phpaik.Chem.(A7.X73(isss).

091waldWo・ ・浮 游 撰 毅 の 理 冶(::9a)・

Z。physik.σhe皿.【B〕 、29(1935)・

JostW・wWidmannA・ ・1【及 びDのPd内 の 恢 散(247}

i學 動 力 學1

Ben.Dtaeh.chem.Gea.,sa(ts35).

C;nlfron.H.,鯉 鬟身量ぜ らR.した る 色素 に よ る酸 潮…活性 化

の 機 構.〔II〕近 赤外1二 於 け る光 駿 化(14{】9)・

Compt,read.zoa(1瑚 「致(191")'l

M錨 潔錨 罫 鷙雛 讖徹話竺!

Gunlz.¥广A.elBcllmnr..堰 元 及 水 素 化 豼 象 に 於 け

る 量=【+イ オ ン の 彰 響(2011〕.

JoliboieP・etOlmerE・ 繍fi… 川5f究 に 於 け る 一 事i

方i去,N亅13に 於 け るa睡 用(62)・

Heiv.,18(1935)○ ・

Cantien正R・ ・ 純 梓 な る及 び 水 を 舍 め る グ リ セ リ ン Φ

に 於 け る果 糖 の 紫 外 光 分 解({,9).

KarrecR.u.VettueinF.,Flavincの 光 分 解 に 就

。撚 鸞)。 ㎞1、.。。臆 。鰯 餮1}
P.oJenn[einM・,化 學 反 應 の 樫 構 を4fiめ るiii.(733)・

1:uggliP・a.Zneslin1.[・90・ σ ・1丿initt・t・1・・nの 接 觸

Tic素 添 加(3S3)・

1?mlicnir.・ ・ 水 銀 燈 の 長 波 長 紫 外f'Nlar,Gmｵq.2る 謝

予容 器 中 の フ ラ ク ト ー ズ の 分 解(9:5.x),

1.蜜蕗Bご51.1鳶elCarecllcnJ..齬 塗f匕財埆筍媒 と 〔ノτ レ♪ll3

l
i
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物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)

iw 献 集
.

の 役割 の 研 究 てVHI〕 プ ロ'r.ン及 び ブ タ ンの

naonation(973).

臨Chemwitzll:臨繼DR子 購 糶!
IMt【9丿 ・C・ 並hnllefum〔LK・ ・HC1の 光 隼 成(1081).

【endS.し ㌔・Jnngen∫ ・C.&SchideIヒ.C.u.,3纏 に.

よ るDeutnmacetylencの 重 合(1032).

RudeWuhW・11・&Sl瓢lm四M.L吻nciの 存 在.に

於 げ る 永 嚢 原 予 の 結 合(rata).

CampI姆ll!i・C。&Ri㏄0,K.,ELI鹽y1.a記i由 の

爆 慶(m44).

UロdS・C.&Sch迅 戚1C.II,.工 粒 子 に よ り 生rる 牝

學 反 應,D霊 及07の 結 合(1051).

7Jarris1...KaminskyJ.SSimanlR.Gi.!11alathik

yrecnIeuenry'anideの 吸 收 ス.ペ ク トル 及 光 分 解 後

の 暗 黒 反 懸 の 機 構(1151).

IklchcixL・&ILideaいli・K・ ・.炭 紊 識 探 ..ヒの 炭 化 水 素

:?Kiklの 第 一 次 分 解(1108)。

IcingC・V・ 萬SchackM・ ・酸 に 對 鈩 る亞 錯 め;a解

速 度{1212)・

「P
ay']mll・S・ 起Pia肌und.n:.玳 水 素 及 水 間 の 髑 媒

的.ft換 反 顧..く72;ili}6

Carrico.∫.L.民Uickineunri.G.,武 斯;uIliLmmu-

tetra。hloroethuneの 臭 素 壁 感 光 化 學 分 鯵(童 跚)'

sSLOrchH・1』1・,氣 體 不 均 一 系 再嚇喋 反 慝[二 於 け るxa

性 度 と 渚 性 化Yネ ル ギ ー(139δ 〕・

BodlindM● 】【岨AustinR.∫.&、Vd貞g、V」,:二 つ

の 温 度 に 於 け る 臭 嚢 化 され た マ ロ ン酸 及 碇 珀 酸 鹽

とS.(¥'と の 反 應 遖 度(Laos).

im皿mW.H.蕊FrC撫1艦nb`τyW,,炭 水 化 物 屬 に 於

け る 定 量 的 両 位 元 累 的 置 換 反 應(聴2わ

串ChowB・F,.反 應 遖 度 と酸 化 邂 元 電 壓 と の 闘 係 に

就 て の 研 究 匸り 暗 黒 に 於 け る 蟻 酸 鹽 イ オ ン の ハ ロ

ケ「ン に よ る酸 化(1437)・

1:hox.B・.F・ ・rd .t〔11〕 暗 黒 に 於 け る 蓚 酸 鹽 の ハ ロ

ゲ ン に よ る酸 化(1踊0)・

Speaい 」跏M。L披Rodc1」ushW,H.,二 屋 の 酸 化 窒

素 とas子 状 酸 素 及 窒 素 との 反 懸(liii)・

CuullJ.、HowH・B.z〔:oagucllB"過 靉 化 水 素 と

P4Uue圏B留nulGmeLlornmide(C.』lorsmine「1}と の

反 懸 の 動 力學 的 研.究(iaso)6

W傭 ・erJ・C・.黄¥¥ｰarcick.E・Lめ 棺 似 ぎ る.'「オ ン 間

の 反 慰 二於 け る 動 力Tt,的 媒 質f看…用 及 鹽 影 響 ア ム

モ 昌 ウL,.イ.オ ン及 シ.アン酸 騨 イ オ ン間 の反 應(1491)

J.Chem,Phys,sUeas).

K臘 且L,S..化 學 反 應 に於 げ るrfii9[化Eli分 干の 統 計

、。畿 鬻 翫 。奐.頭 雰鷺}
Terenin,.趣NnyminEc,シ 昌 一 マ ン紫 外 部 に 於

り.る 多 原 干 分 チ の 光 分 解(436).

」山i壥b{1屯orr」 ・Tb甚 恥yk羲S{'cias∫,,沃 素 の 両 位

元 素 的 置 換 反 懸(93i)・

Ri㏄.り ・.K・RGenhinox'iilY.Et.,ニ ン ト ロ ビ ー と化 學

反 應 の 絶 對 遖 度 〔H〕 一 分7反 應(4i9).

廊 ㏄0・6・NGcc【shimwitzH..一 分 子 反 慮 の 活 性

化 熱(490丿 ・

Wyn麗 ・]anoW・KK・&EyτingH ,,無 無 掬 中 の 反

歴 の 紹 對 蓮 度(90s)・

Se譟 ロs¥f;kGruLliA,【1.,交 流 放電 に よ る(h生

成 の 臨 界 電 飃(529)・

J.CLem.Soc.,(is3s).

R'TSSermnnn.ム ・・.;重 結 合 へ の 添 加 機 橋 〔1〕1:icne

合 画 の 熱 化 學 と動 η學(.b28).

」.Cal-D.phy8.,32(ID35)・

Snin[一TlnainA,.ハ イ「ド ロ キ ノiN液 の 酸 化 〔lll〕 γ

ル カ リ鹽 彖 旭 『 〔り金 届 水 酸 化 物 のrim(41.10〕.

HearpL.馬M・,Nρ の 吸 敢 ス.・《 ク..トル.及 其 の 光 分

解 の 磯 構(437).

Srper∫.,メ チ ル 及 エ チn.ア ル コ ホ ル 、 ベ ン ゼ ン,ト

Nキ シ レ ン溶 液 中 に 於 け るN"の 溶 解 速

.度(497).

」じPhy6・Cheα1・ ・年9(量935)・

猟yleτH..A.民Herman(:.k.,Uiethylamineの 熱

分 解(803).

TaアIorH」A.δ:H◎okILA.rao,ア セ チ レ ン の 重

名卜2更7}こ諸ミ添 カロ(811)●

Ka騨M.」.起Lul>anAvG.D.,ア ル デ ヒ ド酸 化 の

中 間 階 段 〔1〕 ア ル デ ヒ ド酸 化 の 種 々 な る 陪 段 に 於

け る ≒・!ガ シ觸 髭婁め 隅 媒 効 果(837)〔H〕Pじra・

ceticacidと アnヂ ヒ ド との 反 懸 動 力 學(847)

Yuaf1S,&1く ¢VennロL.H.,プ ロ パ ンの 騏 素 化 〔1〕

編 蠶鐸脇芝繍 鼎}
髯崩k㍑nib.R..ペ ンゾ イ ン反 懸 のli}『究.〔ill〕 ベ ン

ゾ イ シ反 懸 に對 す る水 の彰 響.(冊7ン

_3〒 覗 一
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丈 献
一..一 一 い.L一 吻.了」.'㌔-

Nature;135(1935):

1「omdJ.C.,D3了)+イ 斎 シに よ る 二 え.テ4～力闘水 分

解 の觸 楳 反感.(go9)・

.Ro謡611in一:c.Ti皿Ao.vxkiW.,ア セ チ レ シ空氣 混

合 物 の燻 燒 に對.す る 高 周波 電 掲 の彰 響(916)・

Egertona.で 蕊LbhelohdcA・R..炭 化 水 畿 の酸 化 と

自己 焔燒 の庫 界隈 象(09了)・

1贓yE.C.C..不 均 ・一系 潤媒 作 月1と酵 素 隼用 の動

力學(.146).

Netnrwisa.,23〔.1935)・

librbじτ,〉,乢(lelsen..W:,液 態 搬 に 濟 げ る炭 素 と酸

素 と.の反 應..(462)..

、IeyerLofv..生 物 的 庶 糖 分解 反 感 覧こ於 け.る可逆 反 懸

.蹴 て 〔490).

:¥lxlF..、utSchmidH.・ 沃 度 と蓚 酸 鹽 との 光 化 學 反

懸 に於 け る長 生 命 の 中面 生 成 物'〔501)..』 ●

Phil.Meg.,200935).

1£w誌n&EibeG,von,焔 の 温 度及 爆 慶壓 め貰 驗 的

測 定 友 理 論 歯 計 算^(44).

i:avirlW.T.,焔 め 温 度及 爆 蜃 壓 の 實 臉 的 測 定 及 理

繭 計 算(65),

Phy8U島Z?,36(1935)・

G・・「L・Pd-Cu系 唹 嘩 醺 膃 變 舫 動.膝 ど

機 構(489)

PiOC.BOy.SOC,[A],150(i933).

RalckarF.&TenoτEり 常磁 性1く」听に よ る 才 ル トー

パ ラ慱 移 の 厨 媒理 論(520).

H蒐mnC・ 、V_,(コarkL・h16&〔 コi匠「brdLI一 漂 白非分

め 橋 遣 と生 成(iai),'

MillerC・C・ ニチ ル ア ル コ 出ル に溶 解 ぜ う青 化 メ チ

ル ア ムモ 皇 ウ ムの メチル尿 絮 へ の 轄 捗 迚 度(18&),

ド【ヒ1ヒく●P.&kじing巳Sir置 く9、厂・11,し.≠β水i容媒r←め 酸;

觸 媒.　官用 〔1り.一 三1七 酉盲酸 閥 媒 に よ る瞼 化 ぺ..ン

ゼ ン 中の.N一 臭 化 ア セ タ ニ リ ドのM位(211J・

Reo。tra▽ ・¶54(量935〕 匿

Ihop∫ ・・..低壓 に 於 け る.壜鞍 領 峨 〔且〕H.dh一¥,系 に

於 け る壓 力 限界(Bil)・

So冒7。Phye・,7(1935)・

換 速 度(468)一

L對 す る隷 射 性Brの.懸 用(672)・

T「a1】8,Farad.Soo.,31(1835).

●

鹽 一

.凵齟i■■ ■ ■■ 』.__,

集 u.

.k
ob{n脚nk↓A.sI.nn.凡u:,溶 液 に 於.ける第 一鐵

蜷 友 第 一 錫鹽 闘 の 反 慮 癒 度.(809)・.

:G配G.&1:idealF..K..電 合 過 程 の 動 ガ學.(3n9)・

Fal由mtherF.起WnrhurstF...ナ ト.リウ.ム原7と

chlom一,Imnno一 一 及iodo・lenzeneと.の 反 應 蓬 度

(OSi),

Z●Elekオroohem,,41(1955),.

Jander　 ㌦ ロ.woi肚 嘘ロd町f.K..L,斷 聾 に於 け る 反嵐

經 過(高 激 に於 け る 固態 反C?ai〕)(総5)・

}.[edv｢IIJ・.Aっ 固 腮 二於 け る相 變 化.に於 て現 ほれ る

牝 擧 反 慮 能 力のm丿 く(94i)・

.1;udenilriu¥L,ア ・モ 昌 ヤ め黙 蝋 φ臨(描,L.

zu【Strassenii.,ア ル ミン酸 鹽.の安 定 度 研 窯(1i6)・

.SarLzseH .,二 三 の冶 機 分 「Pの熱 分解 に於Nる 水 素

康 予渡 度 と 反 慮 鰻 構(Fatall'.と の 共 両 研究 に

俵 る)(493)・ ・ 『

.Petal.F・ ・メチ ル及 ニ チ ル ア ル コ ホ ルの 光 分解(H㏄h

H.と の共 同 研 究 に'俵る)(494>

$ehumaehei}LJ.u.SundhoHD.,ク 卩 ロ フオ ル ム・

鹽 素 及 酸 楽 よnフ オ ス ゲ ンの光 化 學 的 生成 竝 に添

加 物 二ｵCる 妨 害(499).

IteinholdII.u,Scidel}1、.銀 と硫黄 叉}よ硫fヒ水 引陸よ

認 鰹 盛鯉 慧撫 。Y。。驪}
*UlidiH.u}leyneG..フ リー デ ル クラ フ トに よ

るケ トン及 炭 化 水 累合 成の 反 應動 方學 的 研 究

(60A).

TiedeE..活 性 窒 素の 化 學 反 慮(InoblauchH一 に佐

る研 究)(626》.

.HifEliGG・r.,二 個 の 酸 化 金 駆 の 化學 的 結 合 の際 に現

はqiる 活性 骨」…態(62i)▼ 層.

Z,!.PLysik..95(1935)・.

.Jach蜘M1.u...'1'sdiikin19. .1弱A甅 周 飆
の 分門肖峯擾 構(769).

lZ.phy8ik.Chem。 【A】,173119551・

ElordD・denkSyierec・w・F・pH,O.めx絏 に

よる頒(412)・

Z,physik.Chem.[B].2sg935).

K・muA、&L漁 鵬}`・,白 色錫 よ り灰 色錫 へ の 榑1Hertcl.E・u,1henxlあ 作 用 群 の 反 懸 力に及 ぼ す 置

i換 の影 饗(i7a〕 ・

RoginskV'.S`ロ.Gopstein・N,化 學 反 懸 牋 構 の 研 究.に[:ornfeld.G・,過 酸 τヒ永 葉 溶 液 の光 分 解(2〔 め).

GeihR.H.u.Stcncicti.¥1'.R..嗾 予 の交 換 反

[應(215).、

Ri5
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集
荊

qlLoshJ・c・r¥'tiiitynnmi111riIl・s・.1」 ・.k・ヴ 醤・K・ ・亜1.1.istl15L・ 農ICaminnkyJ・ ・紫 クト肴llに 對.す る精 密 な.る唱

硝 酸:ウ ラ 昌 一 ル を 壌 感 鯏 と.せ る.マ ルT酸 の..メチ1.光 量 計 .(Ein5rci"の 光 化 學 常 辰 蛻 を 含 む(1159)・
r

レ.ンwに.よ 乃 光 駮 化`(?3G}・

Dos[al'1.Lu。¥larkH..颪 合 反 懸 の 機 構(299)・

實 驗 方・法,裝 琶呈,無 機fヒ學

.金 相 學,分 折.`ヒ 學 等

Ber,Dtseh,..chem.Ge8.,68(1935)・

Ot童`,E.,グ ア ル デ ン 反 轗 に.麗 で 〔lI〕.(ins)・

QtluE.u,1:rAmcrK..ヴ7」 ル ヂ ン 反 轉 に 就 て

〔m〕(1&9i)・.・

Cpem.Hev.

1'rarceL.N',:獅 購 。纛 厩 驚 黝}

.1ミ
eedJ.B。...Aoplこin5B・S.亀AudriethI'・1ら ・ 稀=1=

.
:頬};就 てXLIV・ 賈套化 物 に 熔 融 及び 剛 変」'.`⊃niUIバ

.

驩 を作 用 せ しむ る こ と.に俵 る無 水.稀土 類 化N物 仂

.生成(1疹").・

Giauque¥¥'.N'.S3facUoogallD.1'.gadolinium

sulfateの 斷 熱 蛻 磁性 に よ る10K以'rの 温 度 の

生 成(1175)・
.J

ohnsonW.C.&Is¢"be瑠S,珪 素の 水 素 化 倉 物 レ

皿㎝ρ 戎 びdisilweの 生 成(15;9)・.

聖3謚 麟7、鶺 欄 黼;於け
¥YilsonF.、.イi機na/j%化 合 籍 の 反 懸 悔 二黔 す る'ICinteiP・K・L¥toyecx.v.,第 一 鐵 犠 『、R知'・

造 の 彰 響(140)・ 騨 灘 【1噂 の 不 育(1{0?).

C・mpt,r・ ・己.,2・9(1933;)・:」 ・ 〔hem・:Rhys.・s(yeas)・

モ1e叩er.W..7ル オ レ シ ン(レ ゾ.勘 チ.ン.フ.タ.レy)監;よWahい 量・H・」.1㎡ 『洫n∫ ・F・&11iPpl心 ・Jr・ 」・.A・・重

露鷺徽繖撒1ン 。瀞灘響 鸚 搬。織}
F・・.Kl・恥 彗.・・..gum'1'a,軒 達 に よ るA菫.雕 研 究 」・chin・.phge.,32.鱗5)・

の 新 法(21ua)・LcblaoceM・,x線 及 びkaのaY接 測定 に よ る 天然 放

C・mpt'..rend.,:,.餅 〔旦駒 ・ 射 臘 中 のP・ 含磁 の迅 鰍 蹴(3粉

¥(ourcaH.e囗 くncquclP.!.5..鹽 化 燐 及 び5ア ミ ド燐.s,Phys.Che田 ・,39(1955)・.,

の構 造(】44).Johns。nC.x・,ア ル カ.リ鹽 化物 め加 水a解(.m)・

1樋i。wski.・V,ut・.1君w"・duwnl;iN'.,銅 の躓1こ 封 す 【螂 ・・bl・mCh・&liaise・1い ㌦・Po轍 の保 存

砥 齣 影響.(黝 ・ ー レ(n;)・

Hely.
lluOyr,携 蕩 。氷。耡 。縄 。,、副 瓢1雑 激 。飆,,,L

Feirknechtw・,=價 金 周 の 鹽 墓 性 盛 の 化 學.と1!q一{Ed壷a油A.J.,BleltR,P.&、 、'olfendep∫.1.t,!天 然

phol鰭i㍉F謡ko㏄hLW。ll・Fisclie了G"てIU〕 籃 基;永 の 重 永 索 含 有 量(7fi3)・

閥 化 ・バ ル ト(聯).・:F・ ・mefF.T・s・R・telift・J・A.・11sgpeto:1・ ・i・伽 。ry
　

Briner.E.,Ilecles匸T=J."r.etS恥 粋 β.,・.姻酸 及 び 擁 酸.の 斬 檢 討.(雛1)・
　

の 反 懸 加 髄 〔v,水 及 離 中1二於itる 磁 刎G・rner"'.E.&Latch・mw君 ・・沃 讎 業 ㌦NiI・

肋 卅 唄 擲 糊(664).… の 婀 醐>

」.㎞.Che口..800.,57(1935)..ICh鷲 ・・蜘 鴇・w・N・ ・CrabinxK・w・&.lxLプ1'・H・ ・輕

1温M・ ・V.,:.&Greenspan,..酵 滴 定1調 す る拍 水 の 比 重.・雨 水 中の 重 永棄 と琳 業.との比(8iO)・

出法 及 び 共のp・ 卜ydro郭ybrnz`レlcscidに.對 す る感H野 瓢 諏yJ"マ ンガ ン蘯 中 の レ昌.ウa不ft在 の ボ.

駅%9)..一 ラ・ グ ラ ・1二俵 繊 敏 な る試 験(8iO).・

K・軸d且 翫P蝉d田 ・撫 湘 ・醐 の み.と酷 襲 の.BurtonE.F:.Bmithli.G..YT… 以 …・A・ 完全 、こ

存 在 に於 け る場 合 との酸 定 量 滴 定(973).超 博 導 的 な る電 流 計(906),

Y・川口麟k・C.・ 臭 化.ト リウ.ムの ア ミ..ン(Ofli)・LipsoロH・,明 馨 の5つ の構 潅 の 存 在(912}・

.¥nderunn.レC,'S幅 隗q氏 馬 ケF幼 戴.瓶 ・landP.:'.¥181s.U';H.,ア 〃 の 構 の 實 臉 的

澱 色IL(999)・ 蛻 明 く994)・ 「...'..・
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M觚 。rA・・直餓 靤ぴ に嶼 牀 多 員,CHe.分 子(t)!)4)・

Fis己h≒r、A.b連 餓 反 慮 と しτ の血 液 凝 同(1075)・

著 者 な.し」 表.面化 墨 と其IT.業 的 懸 用(1084),

Natnでvvj関5. .'2s(且9ss),.

恥 療 前 駐u嗚rP.u.'t'bnnheisc・rG・,鹽 墓 性 ジ 尸 メ ンz.r

.マ冷 チ ン.法に よ4反 慮 過 釋 に就 で(460)・
　

1'nhhnnnR・,氣 聴 中の 超 音 波の 可覗 方 法 とその 強 度.

.測定 一:(「)1亅)i'層:..

Ga伍onIL1線 色掖 物 の 炭 酸 同 化 に對 して酸 素 は 知 何

な る楳 度迄 必 饗摯 くべ か ら ざ る もの か?(δ28)・

Phi1●.盟ag;;19 、.(1955)・..

Ho叡ounR・A。tc、""uagcr!=N・ 丿り 比 色 に於 け る入

爲 的 言呉差 ・.(塵107,・

婁1離㌃灘 黙:畆 幽。、馬(論}
Tロs'L"Mi.A瞳 恥h10.♂ しAri[stad'【 縛R。.弓曇 き陽 イ才:

ン流 の 生 成 と集 束 〔2al)・

Phy3蠱 【.2.、56{1955)・

E「kS・ ・低 温 に於 け る顕 徴 鏡 揉f伺 こ就 τ(4:■1)・

Ke童畳w・ ・携帶A瓶 度記 鑠 計(δ29),

WicnM・ ・X線 段 見 の歴 史 に戟 τ(53fl)・

StatkJ・ ・,x線.陵 見 の歴 史.に就 て(536)・

Proe.Roy.Soo● 【A】,且51(1955)・

HarperG・1りX纏 の 單 色 牝 と分 光 學 に封 す る結 晶

と細 隙 系 に就 て(118),

Rec.trav.,54(1955)。

GUman.IL良KirbヲR・ 葦1.・ク'リ昌 ヤ ー ド氏試 藥 用

活 性 マ グ ネ シ ウム の簡 單.な る製 法`b77).

Bev:Sei.][nstr.,6(1955)・

PickelsE。G.,樋 「子 圓板 め 切 断 と崚 戻 し贍 び に 硝 チ

管 瑞 の簷 り(202・ 。『

Chites∫ 「・J・A・・高 度 興 空ee稽e一用 の一 創 醗 に耐 ゆ る

自働 瓣(202,・

Ho"ey∫ ・1{・・歌 青及 び 研 究 に便 翆Jな るi巴流 言f目 盛

.り.(2Q3)・

MaτshC・.k.虞KniPPC。T.,酸 ヨ竜液 イヒ装 置(203)P

Ben飄eU .LA.、 交 流 光電 調節(204),

KirkpatriekP.,ゼ ーマ ン 効 果 の 證 明及 び 研 究 の 籍

。欝 臨 、___、 農 蠶泌
1{arntvetl.1.;・Pり 驗 電{曇 充 電 譽(206)・

Maedonal{】P・A・ 蕊C註mP』ellE・M..ラ ヂ ウ ム ・=rr

Lナ チ 才 ンisnptantsの 測 定(212)
・

1
1

}Fi§chcrW・u.・BrU㎎erK・ ・漢 酸 に よ る燐 酸 カル シ ウ

ムの 鷹 蝕性 に蘭 す る注 慧(asz)・

Z。Elektrochem.,41(1935)・

GTimm1.1.G"獨 乙 の 國 民 樫 濁 に對 す る物 理 化 學 .の

意 義(RfiB)・

Fre、'cl.亅・」.K・,高 壓 下 の 物 質のx線 的 研 究 の 技術

(212):
'1'rjmlge.F.卜L,眞 鍮 ξ=Tlaの ポ タ シ を鱗 遣 すEji法

蕊膨瓢 騫鵡 繖 。。議:農}
Bow■ ¢k・M岡 改 頂匚せ る7k銀 溜(242)・.

1糊1難 謀綴 撒 。、齲黝}
DnnロingJ・R・&SkinnerS.at.,電 離 粒 了冤セ皸 置}

(X48)・ 『. ...'

Sow.Phye.,7(1835),

G◎golx:rid>xD・IS・a .An跚 鄭c駈wiliEJ.}.二rn解 石

に 於 け る 磯 械 的 双 驫 生 成 て1〕(54i)・

Trana.Farad●80e. ,31.(1935;)・ ・

Stpuv.if..變 形 及 熱 處 理 に よ りAl取 紐 晶 を 作 る

・Ca「pentcr義Elam・
.:の'1;ikの 修ili(9nR)・.

Z.anorg,Che皿 。
,223(1935)・

tta且tjeu・1しtiahmenW㍉ 曹r逹 及c;硫xに よ る融 解

の 瞭 の 銅 の 果 動(23{)・

HiiltigG・F・ ・'1'a.hakcrlH・e・ 【1,1:iltcl1「 .,酸 化 亜

錯 及ne化 皺 よ り亞 錯 フXリ ツ ト'k成 の 握 過 〔活 性

.酸 化 物 即 〕(24】)
.

1:uVelniggdり 酸 化 亞 錢 ・酸 化 鐵 混 合 試 料 の 螢 光 粥 二

熱 處 理 に よ る 其 の 影 響(25D.

13rintzingerH.WOasualdH.,靖 化 合 物 の 斬 ら し き

群=中 ・ひ イ オ ン が 錯 カ チ オ ン な る 鑄 ア 昌 オ ン を 有

す る 牝 合 物 〔D中 心 イ オ ン と して 鏘C【 ・カ チ オ ン

を 有 す る錺Snlfato一 及 び(>snlatn一 ア 畠 オ ン

{253).

KrSgerC,u.FinguE.,酸 化 ア ル ヵ り 一CaU-A」q3

SiO.,一CO.系 〔Hl〕lialiumdi・ 及tetrasil…'satに

對 す るco.及 び1～CO3の 伶 用(257).

'famman
nG・U.Itdheo6eckaa.,細 紛 せ ら れ た る 金

屬 化 合 物(288).

C[euK・u・HuboldR・ ・石肯醸 に 對 す るH,O.,のfi… 用:

過 璽匡磆 酸 〔11〕(305).

Schwmz1く ・u.StriebicUH・ ・ ハPゲ ン化 昔 錯 の

Ammonia㎞1(399)・

一377一
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一.～ 一

一L'uie/ivcli川り 化 墨 的k]'業 に.對 す る.物理 化 學 の 童

義(Ai3)・

Kisler¥V,・ 金 驕工 粟 に對 す.る物 理 化 吊 め 意 義(386)6

1:rl回〉.ICinG・1纎 維 工 業 に於 け る鞠 理 化 學 研 究の 獨

乙國 民繹 脚.;對 す る意 義(3U9)・

VeverT阯Lロ ・Hdllig`:乙 ・F:・M即)+.Cf螽 →¥1gCyl,4

な る變 化 の 瞭 樫適 せ られ た る.活性 巾間 歌 態 の よJ

詐 細 なる特 徴(活 性 酸 化 物85)(429)・

B6ttg。rW・R.PiepcrJ・,電 導 度滴 定 の根 承 閥題

(Hannau・Jahrの 同 名 識 交へ の 反 切(螂)・

JnnderG.,i[armsJ.U..rahK.F・1.前 記 諭 丈 に對 す.

る」最 倹 的 葺区答 己(4δ7)..'

魯oylW・ ・ 光 學 的 研 究 に.墓 く.甫子 の 構 造 「Tran;一

向r■抑轟豊iors冒Punk重」 及 び 「翫r崩 ㎞b加 碑lic」1;就

で(472)・ ・

F匸anckIL11,琴.線 窃 眞盲 の 化 學 工 業.ヒの 二三 の 問

題 べ の 丹懲用.(478)馬.

lferxfeld-WneslhoflF・,特 許 備 に於'r3b物 理 化 寮 の

謂 膿 。壷慟 囀 、研鍮}
Ilcissis・・.拿料 品 の 糠}・ よ る難 の.轍(5"_。)・

E訟S.b低 温 に於 げ る顫 徴鏡 使 用研 究装 趾(521)・

Z.Phyaik,95(1935).

Lindemann.1く ・・鷹 物 膣 の灰 に 於 け る .鵡 の 分光 學 的

定 験(6)、

Bondy}L,.Johnnn+enG.u.PoppeF6.,i,97zjt

び ル ビヂ.ウ ムの 同TJjG素 の比 紋 存 往量(98)・.

Z,phyeik.Cham.[A7,nsO935).

(;dntherP.Lu.PanetLF.A.,ト.リ.ウ 亠の研 究

〔Xl〕 へ.り.ウム 中 の 穐数 蛩 の11g汲 び;.Ncの み ペ

ク トル 分析 的 謝 町(40D.

1:ilpiS,弱 酸 弱 顴 基 の 電 隹 薗 定 の 終操 點(42i)・

1

一3i8一


